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神
戸
市
・
再
生
エ
ネ
や
水
素
の
活
用

Sum
m
er 2014

企
業
向
け
太
陽
光
は
４
円
減

買
い
取
り
制
度
、洋
上
風
力
追
加

　

２
０
１
０
年
に
作
成
さ
れ

た
第
３
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
で
は
、
２
０
３
０
年
に

原
子
力
お
よ
び
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
を
約
70
％

（
う
ち
50
％
を
原
子
力
が
占

め
る
）に
す
る
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
に

　

世
界
の
各
地
域
に
賦
存
す

る
天
然
ガ
ス
は
、
調
達
が
安

定
し
て
お
り
、
化
石
燃
料
の

中
で
は
最
も
ク
リ
ー
ン
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
火
力
発
電
の

主
役
に
躍
り
出
た
。
し
か

し
、
海
外
か
ら
の
大
量
購
入

に
よ
り
天
然
ガ
ス
の
輸
入
総

額
は
、
約
７
兆
円
に
達
し
て

お
り
、
電
気
料
金
の
上
昇
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
北
米
か

ら
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
調
達
を

視
野
に
入
れ
た
コ
ス
ト
低
減

が
必
要
で
あ
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
期
待
が
大
き
か
っ
た
太

陽
光
発
電
は
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
導
入

後
、
設
置
申
請
が
加
速
し
、

政
府
目
標
の
２
０
２
０
年
２

８
０
０
万
キ
㌔
㍗
に
達
す
る

勢
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
着
手
率
は
14
％
と
低
く
、

認
定
を
受
け
た
だ
け
で
、
設

置
費
用
が
下
が
る
ま
で
着
工

し
な
い
、
設
置
の
権
利
を
転

売
す
る
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を

50
㌔
㍗
以
内
に
小
分
け
し
連

系
協
議
な
ど
を
す
り
抜
け
る

と
い
っ
た
利
益
優
先
が
目
立

ち
、
環
境
へ
の
貢
献
な
ど
吹

き
飛
ん
だ
感
が
す
る
。
こ
の

Ｆ
Ｉ
Ｔ
も
電
気
料
金
の
上
昇

の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

電
気
料
金
の
上
昇
に
歯
止

め
を
か
け
る
の
が
原
子
力
の

再
稼
働
で
あ
る
。
今
回
の
計

画
で
は
原
子
力
規
制
委
員
会

が
規
制
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
場
合
、
そ
の
判
断
を

尊
重
し
原
発
の

再
稼
働
を
進
め

る
と
し
た
こ
と

は
合
理
的
と
い

え
る
。
原
子
炉
製
造
で
は
、

２
０
０
６
年
に
沸
騰
水
型
炉

の
主
要
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
東

芝
が
、
加
圧
水
型
炉
の
技
術

を
有
し
て
い
る
米
ウ
ェ
ス
チ

ン
グ
ハ
ウ
ス
（
Ｗ
Ｈ
）
を
買

収
し
て
い
る
。
２
０
０
７
年

に
は
日
立
製
作
所
が
米
ゼ
ネ

ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク（
Ｇ

Ｅ
）
と
合
弁
で
子
会
社
を
設

立
し
、
双
方
と
も
沸
騰
水
型

炉
を
採
用
し
て
い
る
。ま
た
、

加
圧
水
型
炉
を
採
用
し
て
い

る
三
菱
重
工
業
は
２
０
０
７

年
、
仏
ア
レ
バ
と
中
型
炉
開

発
を
担
う
ア
ト
メ
ア
を
設
立

し
た
。
こ
の
よ
う
に
日
米
は

複
数
の
電
力
会
社
、
メ
ー
カ

ー
の
組
み
合
わ
せ
で
２
種
の

炉
に
対
応
で
き
、
安
全
な
原

子
力
発
電
設
備
輸
出
へ
の
期

待
も
大
き
い
。

　

今
回
、
原
発
依
存
度
は
明

示
さ
れ
て
い
な
い
。
我
々
消

費
者
が
、
安
定
供
給
、
電
気

料
金
、
環
境
そ
し
て
安
全
性

を
総
合
的
に
判
断
し
決
め
る

こ
と
に
な
る
。

▼
バ
イ
オ
マ
ス

　

間
伐
材
や
家
畜
糞
尿
な

ど
動
植
物
に
由
来
す
る
生

物
資
源
の
こ
と
。
発
電
の

際
に
は
、
こ
の
生
物
資
源

を
直
接
燃
焼
さ
せ
た
り
、

ガ
ス
化
す
る
な
ど
し
て
利

用
し
て
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

で
は
、
以
下
５
種
類
の
バ

イ
オ
マ
ス
を
設
定
し
て
い

る
。①
メ
タ
ン
発
酵
ガ
ス（
バ

イ
オ
マ
ス
由
来
）
＝
39
円
②

間
伐
材
等
由
来
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
＝
32
円
③
一
般
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
・
農
作
物
残
さ

＝
24
円
④
建
築
資
材
廃
棄
物

＝
13
円
⑤
一
般
廃
棄
物
そ
の

他
の
バ
イ
オ
マ
ス
＝
17
円
。

▼
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源

　

需
要
の
変
化
に
応
じ
た
発

電
が
求
め
ら
れ
る
電
力
事
業

で
は
、
主
に
３
種
類
の
電
源

が
用
い
ら
れ
る
。
安
定
的
に

一
定
量
の
発
電
を
す
る
「
ベ

ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」、
中

間
的
な
電
力
消
費
の
変
化

に
対
応
す
る
「
ミ
ド
ル
ロ

ー
ド
電
源
」、
極
端
な
需

要
の
突
出
な
ど
に
対
応
す

る「
ピ
ー
ク
ロ
ー
ド
電
源
」

で
あ
る
。

　

安
定
供
給
で
き
る
ベ
ー

ス
ロ
ー
ド
電
源
が
全
体
の

３
〜
４
割
を
占
め
て
い
な

い
と
電
力
供
給
は
不
安
定

に
な
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
原
発
事
故
以
前
の
日

本
で
は
原
発
が
そ
の
役
割

を
担
っ
て
い
た
。

㍗
時
当
た
り
36
円
、
既
設
活

用
の
中
小
水
力
が
14
〜
25
円

と
な
っ
た
。
こ
れ
以
外
で
前

年
度
か
ら
変
更
が
あ
っ
た
の

は
、
太
陽
光
。
主
に
企
業
向

け
と
な
る
10
㌔
㍗
以
上
が
４

円
減
の
32
円
。
10
㌔
㍗
未
満

は
１
円
減
の
37
円
。

　

そ
の
ほ
か
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
買
い
取
り
価
格

は
、
２
０
１
２
年
度
の
制
度

す
る
賦
課
金
の
額
を
決
定

し
、
公
表
し
た
。

　

買
い
取
り
価
格
は
毎
年
度

見
直
し
さ
れ
、
今
回
の
改
定

で
は
海
上
に
風
車
を
設
置
す

る
「
洋
上
風
力
」
と
、
既
に

設
置
さ
れ
て
い
る
導
水
路
を

利
用
す
る
「
既
設
導
水
路
活

用
中
小
水
力
」
の
２
種
類
の

発
電
方
法
が
追
加
さ
れ
た
。

価
格
は
、
洋
上
風
力
が
１
㌔

　

２
０
１
４
年
３
月
、
経
済

産
業
省
は
２
０
１
４
年
度
の

Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
固
定
価
格
買
い
取
り
制

度
）
に
お
け
る
買
い
取
り
価

格
と
一
般
の
需
要
家
が
負
担

開
始
当
初
か
ら
変
更
は
な

く
、
風
力
は
22
〜
55
円
、
中

小
水
力
は
24
〜
34
円
、
地
熱

は
26
〜
40
円
、
バ
イ
オ
マ
ス

が
13
〜
39
円
だ
っ
た
。な
お
、

こ
こ
に
あ
げ
た
価
格
は
10
㌔

㍗
未
満
の
太
陽
光
以
外
す
べ

て
税
別
で
発
表
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
表
示
に
従
っ
た
。

　

ま
た
賦
課
金
は
１
㌔
㍗
時

当
た
り
０
・
７
５
円
で
、
一

般
的
な
家
庭
で
は
月
額
２
２

５
円
と
な
る
（
前
年
度
は
同

１
２
０
円
）。

「
省
エ
ネ
の
達
人
」２
０
０
回
突
破

Techno V
iew

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」決
定

環
境
モ
デ
ル
都
市
探
訪

起
因
す
る
原
子
力
発
電
所
事

故
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
は
方
向
転
換
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
第
４
次
計
画
（
２

０
１
４
年
４
月
11
日
閣
議
決

定
）
で
は
原
子
力
発
電
を
重

要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と

位
置
づ
け
、
将

来
的
に
原
発
稼

働
を
継
続
さ
せ

る
方
針
を
明
ら

か
に
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
推
進
も
強
調
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
る
と
、
中
長
期
（
今
後
20

年
程
度
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
基
軸
に
な
る
の
は
天
然

ガ
ス
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
そ
し
て
原
子
力
と
な
る
。

スマートクロック
テーマ曲

ココ（ ）にアクセス

無料配信中 !!

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
全
国
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
家
庭
に
、
消
灯

を
呼
び
掛
け
る
「
Ｃ
Ｏ
２

削
減
／
ラ
イ

ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
期
間
は
６
月
21
日
か
ら
７

月
７
日
ま
で
。
環
境
省
が
２
０
０
３
年

か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

日
常
生
活
の
中
で
温
暖
化
対
策
を
実
践

す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
が
目
的
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
初
日
と
な
る
夏
至
の

６
月
21
日
と
、
最
終
日
に
当
た
る
七
夕

の
７
月
７
日
は
特
別
実
施
日
。
両
日
と

も
20
〜
22
時
の
２
時
間
は
全
国
的
に
一

斉
消
灯
の
協
力
を
募
り
、
参
加
し
た
施

設
数
と
、
そ
れ
に
よ
り
削
減
で
き
た
電

力
量
や
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出

日
の
一
斉
消
灯
に
参
加
す
る
施
設
は
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
事
前

登
録
を
行
う
。

　

昨
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
両
日

合
わ
せ
て
約
３
万
６
０
０
０
の
施
設
が

参
加
し
、
削
減
で
き
た
電
力
量
は
約
63

万
㌔
㍗
時
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
量
は
約

２
万
３
０
０
０
世
帯
の
１
日
分
に
当
た

る
約
３
２
２
㌧
に
な
っ
た
。
さ
っ
ぽ
ろ

テ
レ
ビ
塔
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ

ン
、
沖
縄
の
首
里
城
公
園
な
ど
各
地
の

量
が
集
計
さ
れ
、公
表
さ
れ
る
。
な
お
、

７
月
７
日
は
２
０
０
８
年
に
日
本
で
Ｇ

８
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
日
で
、
そ

れ
を
機
に
低
炭
素
社
会
へ
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー
と

し
て
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
特
別
実
施

昨
年
は
２
万
３
０
０
０
世
帯
分
を
削
減

ラ
ン
ド
マ

ー
ク
と
な

る
施
設
を

は
じ
め
、

複
数
の
店
舗
を
持
つ
企
業
な
ど
協
力
の

輪
は
広
が
っ
た
。

　

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
す
る
夜
は
、
み
ん
な
が
地
球
を
想

う
夜
」。
明
か
り
を
消
せ
ば
天
の
川
も

き
れ
い
に
見
え
る
だ
ろ
う
。

環境政策最前線
識者COLUMN
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七夕は明かりを消して…
ＣＯ２削減／ライトダウンキャンペーン

　

太
陽
が
照
り

つ
け
気
温
を
押

し
上
げ
る
夏
は

例
年
電
力
消
費

が
ピ
ー
ク
に
な

る
季
節
。
７
月
に
入
り
夏
本

番
も
間
近
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
太
陽
は
こ
の
時
期
、
実

は
一
年
の
う
ち
で
最
も
地
球

か
ら
遠
い
場
所
に
あ
る
。

▼
気
象
や
天
体
に
詳
し
い
人

な
ら
お
わ
か
り
だ
ろ
う
。
楕

円
軌
道
で
回
っ
て
い
る
地
球

が
、
そ
の
内
側
に
あ
る
太
陽

に
最
も
近
づ
く
場
所
を
「
近

日
点
」
と
い
い
、
逆
に
最
も

離
れ
る
と
こ
ろ
を「
遠
日
点
」

と
い
う
。
今
年
の
遠
日
点
通

過
は
７
月
４
日
。
多
少
の
変

化
は
あ
る
が
毎
年
７
月
上
旬

だ
。
反
対
に
一
番
近
づ
く
近

日
点
通
過
は
１
月
上
旬
。
今

年
は
１
月
４
日
だ
っ
た
。

▼
太
陽
か
ら
近
日
点
ま
で
の

距
離
は
約
１
億
４
７
０
０
万

㌔
㍍
。
遠
日
点
ま
で
は
約
１

億
５
２
０
０
万
㌔
㍍
。
そ
の

差
は
お
よ
そ
５
０
０
万
㌔
㍍

に
な
る
。
地
球
一
周
は
約
４

万
㌔
㍍
だ
か
ら
、
そ
の
約
１

２
５
倍
の
距
離
。
そ
れ
だ
け

７
月
の
太
陽
は
、
１
月
よ
り

地
球
か
ら
離
れ
て
い
る
。

▼
以
前
小
欄
で
も
紹
介
し
た

が
四
季
が
で
き
る
仕
組
み
は

太
陽
と
地
球
の
距
離
に
関
係

す
る
の
で
は
な
く
、
公
転
面

に
対
す
る
地
球
の
自
転
軸
の

傾
き
に
よ
る
。
地
球
は
た
ま

た
ま
北
半
球
が
夏
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
太
陽
と
の
距
離
が

一
番
遠
い
地
点
を
通
過
す
る

だ
け
。
そ
れ
で
も
、
酷
暑
が

身
に
こ
た
え
、
省
エ
ネ
活
動

に
も
疲
れ
た
ら
「
今
、
太
陽

は
一
番
離
れ
た
場
所
に
い

る
」
と
自
分
を
励
ま
す
材
料

に
は
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

電
力
の
安
定
供
給
、
価
格
低
減
、

安
全
性
確
保
の
協
調
を
求
め
て

2014年度ＦＩＴ価格

温
暖
化
最
新
報
告
書
出
揃
う

死
亡
や
疾
病
⑤
気
温
上
昇
や

干
ば
つ
な
ど
に
よ
る
食
料
安

全
保
障
へ
の
脅
威
⑥
水
不
足

と
農
業
生
産
減
少
に
よ
る
農

村
部
の
生
計
や
収
入
の
損
失

▼
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

　

Intergovernmental Panel 
on Climate Change

（
気
候

変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
）
の
略
称
。
１
９
８
８
年

に
世
界
気
象
機
関（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）

と
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
）
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

地
球
温
暖
化
問
題
に
関
し
、

科
学
的
、
技
術
的
、
社
会
経

済
学
的
な
見
地
か
ら
包
括
的

な
評
価
を
行
う
組
織
。

　

１
９
９
０
年
の
第
１
次
か

ら
こ
れ
ま
で
４
回
の
評
価
報

告
書
を
公
表
し
て
お
り
、
今

回
は
第
５
次
。
報
告
書
は
世

界
の
専
門
家
や
政
府
の
査
読

を
受
け
て
作
成
さ
れ
、
第
５

⑦
沿
岸
部
の
人
々
の
生
計
を

支
え
る
海
洋
生
態
系
の
損
失

⑧
陸
域
お
よ
び
川
や
湖
の
内

水
の
生
態
系
の
損
失
。

　

第
３
作
業
部
会
は
「
気
候

変
動
の
緩
和
」
に
つ
い
て
の

報
告
書
を
ま
と
め
た
。
２
０

１
４
年
４
月
に
ド
イ
ツ
の
ベ

ル
リ
ン
で
開
か
れ
た
総
会
で

承
認
さ
れ
公
表
さ
れ
た
。
こ

を
産
業
革
命
前
と
比
べ
２
℃

未
満
に
抑
え
る
に
は
、
２
０

５
０
年
に
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
を
２
０
１
０
年
比
で
40

〜
70
％
削
減
し
、
２
１
０
０

年
に
ゼ
ロ
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス

に
す
る
こ
と
が
必
要
と
の
シ

ナ
リ
オ
を
提
示
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
コ
ス
ト
は
未
対

策
の
と
き
と
比
較
し
て
２
１

０
０
年
に
世
界
の
消
費
の
３

〜
11
％
に
な
る
と
し
た
。

こ
で
は
、
温
暖
化
対
策
を
し

な
け
れ
ば
、
今
世
紀
末
の
気

温
が
産
業
革
命
前
に
比
べ

３
・
７
〜
４
・
８
℃
上
昇
す

る
こ
と
を
示
し
、
気
温
上
昇

幅
で
持
続
的
な
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
削
減
が
必
要
だ
と

し
て
い
る
。

　

第
２
作
業
部
会
の
テ
ー
マ

は
「
影
響
・
適
応
・
脆
弱
性
」。

２
０
１
４
年
３
月
に
日
本
の

横
浜
で
行
わ
れ
た
総
会
で
承

認
さ
れ
公
表
さ
れ
た
。
こ
こ

で
は
複
数
の
分
野
や
地
域
に

及
ぶ
主
な
リ
ス
ク
が
以
下
の

８
項
目
示
さ
れ
て
い
る
。
①

海
面
上
昇
や
沿
岸
で
の
高
潮

被
害
②
大
都
市
部
へ
の
洪
水

被
害
③
極
端
な
気
象
現
象
に

よ
る
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
機
能

停
止
④
特
に
都
市
部
の
脆
弱

な
層
に
お
け
る
熱
波
に
よ
る

　

前
回
の
第
４
次
評
価
報
告

書
が
公
表
さ
れ
た
の
は
２
０

０
７
年
。
今
回
は
７
年
ぶ
り

の
報
告
と
な
る
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
ま
ず
「
自
然

科
学
的
根
拠
」
を
ま
と
め
る

第
１
作
業
部
会
報
告
書
を
２

０
１
３
年
９
月
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で

行
わ
れ
た
総
会
で
承
認
し
、

公
表
し
た
。
そ
こ
で
は
、
各

種
の
観
測
結
果
か
ら
地
球
規

模
の
温
暖
化
は
疑
い
の
余
地

が
な
い
と
し
て
、
そ
の
原
因

は
人
間
活
動
に
あ
る
と
ほ
ぼ

断
定
し
た
。
そ
の
う
え
で
温

暖
化
を
抑
制
す
る
に
は
、
大

未
対
策
な
ら
今
世
紀
末
最
大
４・８
℃
上
昇

　

２
０
１
４
年
４
月
、
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
第
３

作
業
部
会
報
告
書
が
公
表
さ
れ
た
。
既
発
表
の
報
告
を
含
め
、
こ
れ
で
３
部
構
成
の

評
価
報
告
書
が
出
揃
い
、
10
月
に
は
統
合
報
告
書
が
公
表
さ
れ
る
。

IPCC第５次評価報告書の概要と流れ

IPCC第５次評価

次
評
価
報
告
書
は
８
０
０
名

を
超
え
る
執
筆
者
に
よ
り
約

４
年
を
か
け
て
ま
と
め
ら
れ

る
。
国
際
社
会
が
温
暖
化
対

策
を
進
め
る
う
え
で
の
重
要

な
科
学
的
根
拠
と
な
る
。

2014年春季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え

は
左
の
と
お
り
で

す
。
グ
レ
ー
の
二
重

囲
み
マ
ス
に
あ
る
４

つ
の
文
字
を
組
み
合

わ
せ
た「
サ
ト
ヤ
マ（
里

山
）」
が
正
解
で
し
た
。

今
回
も
８
面
に
楽
し
い

パ
ズ
ル
を
用
意
し
ま
し

た
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

答えは「サトヤマ」
（里山）でした。

多数のご応募ありがとうございました。

サ 　 ン ゴ サ
ク サ ト リ 　
ラ ロ 　 ヤ ス
　 マ キ 　 イ
エ コ ス タ デ

太陽光（10kW未満）は税込、その他は税別。
単位：円／ kWh

2012 2013 2014

太陽光
（10kW以上） 40 36 32

太陽光
（10kW未満） 42 38 37

風　力
（洋上） ‐ ‐ 36

中小水力
（既設活用） ‐ ‐ 14～25

風　力
（陸上） 22～55

中小水力 24～34

地　熱 26～40

バイオマス 13～39

変わらず

変わらず

変わらず

変わらず

新

新

2013年 9月　スウェーデン・ストックホルム
第１作業部会「自然科学的根拠」
▶各種の観測結果から、地球が温暖化しているのは
疑う余地がない。

▶温暖化をもたらした原因が人間活動である確率は
95％以上。

▶温暖化を抑制するには大幅で持続的な温室効果ガ
ス排出削減が必要。

2014年 3月　日本・横浜
第２作業部会「影響・適応・脆弱性」
▶複数の分野や地域に及ぶ主なリスクは以下８点。
「海面上昇や高潮被害」「大都市部への洪水」「異
常気象によるインフラなどの機能停止」「熱波によ
る死亡や疾病」「気温上昇や干ばつなどによる食料
安全保障への脅威」「水不足と農業生産減少」「海
洋生態系の損失」「陸域生態系の損失」

2014年 4月　ドイツ・ベルリン
第３作業部会「気候変動の緩和」
▶温室効果ガス排出の削減努力をしなければ、今世
紀末の気温は産業革命前に比べ 3.7 ～ 4.8℃上
昇する。

▶気温上昇を産業革命前と比べ２℃未満に抑えるに
は、2050年に温室効果ガス排出量を40～70
％（2010 年比）削減し、2100 年にはゼロま
たはマイナスにする必要がある。

▶前項の２℃未満に抑えるためのコストは2100年
で世界の消費の3～11％。

2014年 10月　デンマーク・コペンハーゲン
第１～第３を統合した第５次評価報告書を公表

電
力
需
給
対
策

懸
念
さ
れ
る
厳
し
い
状
況
だ

が
、
国
民
生
活
や
経
済
活
動

へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
昨

今
夏
の
電
力
需
給
対
策
を
決

め
た
。
今
年
は
特
に
中
部
お

よ
び
西
日
本
で
電
力
不
足
が

　

２
０
１
４
年
５
月
、
政
府

は
関
係
閣
僚
会
議
（
電
力
需

給
に
関
す
る
検
討
会
合
）で
、

年
に
続
き
数
値
目
標
を
設
け

な
い
節
電
へ
の
協
力
要
請
と

し
た
（
沖
縄
電
力
を
除
く
９

電
力
管
内
）。

　

需
給
対
策
の
判
断
基
準
と

な
っ
た
需
給
見
通
し
は
、
周

波
数
の
違
う
東
西
間
で
電
力

融
通
を
行
う
想
定
で
見
積
も

ら
れ
て
い
る
。
比
較
的
余
裕

の
あ
る
東
日
本
か
ら
周
波
数

変
換
装
置
（
Ｆ
Ｃ
）
を
通
し

て
西
日
本
へ
電
気
を
送
る
。

特
に
大
飯
原
発
が
停
止
中
の

関
西
電
力
と
、
大
型
火
力
発

電
が
事
故
で
停
止
中
の
九
州

電
力
は
危
う
い
状
況
で
、
融

通
の
な
い
場
合
そ
れ
ぞ
れ
の

予
備
率
は
１
・
８
％
と
１
・

３
％
に
な
り
、
融
通
さ
れ
て

は
じ
め
て
最
低
限
必
要
と
さ

れ
る
３
％
に
届
く
。

　

政
府
は
こ
う
し
た
状
況
に

対
処
す
る
た
め
、
節
電
要
請

以
外
の
対
策
も
実
施
す
る
。

中
部
お
よ
び
西
日
本
の
電
力

各
社
に
対
し
て
は
、
需
給
調

整
契
約
（
電
力
不
足
の
際
、

電
気
の
使
用
を
制
限
で
き
る

契
約
。
主
に
大
口
需
要
家
が

対
象
。
電
気
料
金
が
割
安
に

な
る
）
な
ど
の
追
加
に
よ
る

予
備
力
の
積
み
増
し
を
要

請
。
各
電
力
会
社
に
対
し
て

は
、
事
故
な
ど
に
よ
る
突
発

的
な
停
止
を
防
ぐ
た
め
６
月

末
ま
で
に
火
力
発
電
所
の
総

点
検
を
要
請
。
中
部
お
よ
び

西
日
本
の
管
内
で
自
家
発
電

の
設
備
を
増
強
す
る
企
業
に

対
し
て
は
、
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
く
。

今
夏
も
数
値
目
標
な
し
の
節
電
要
請

電力各社の需給見通し
（2014年 8月）

周
波
数
変
換
で
東
か
ら
西へ
電
力
融
通

電力会社
予備率

需　要（万 kW）
供給力（万 kW）

北海道
9.2％

472
516

東北
7.5％
1,445
1,553

東京
5.5％
5,320
5,612

中部
3.5％
2,644
2,737

関西
3.0％
2,873
2,960

北陸
4.1％

548
570

中国
4.1％
1,134
1,181

四国
4.3％

559
583

九州
3.0％
1,671
1,722

９電力
4.6％
16,666
17,434

沖縄
39.2％

155
216

東日本から西日本への電力融通
を実施した場合の試算

http://econews.jp/newspaper/frontline/frontline_37.html
http://www.n-techno.co.jp/index.html
https://www.nichidenkyo.jp/lp/
https://www.nichidenkyo.jp/lp/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://econews.jp/
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が
る
省
エ
ネ
手
法
を
惜
し
げ
も

な
く
公
開
し
て
く
れ
た
。
こ
の

う
え
な
く
う
れ
し
く
、
素
晴
ら

し
い
こ
と
と
感
謝
し
て
い
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
が
提
案
す
る
電

気
の
「
見
え
る
化
」
は
、
導
入

し
た
企
業
内
で
行
う
省
エ
ネ
活

動
に
よ
っ
て
効
果
が
出
る
。
導

入
企
業
の
従
業
員
の
気
づ
き
や

努
力
が
な
け
れ
ば
省
エ
ネ
は
で

き
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
活
動
は
外
か

ら
は
見
え
に
く
い
。
と
い
う
よ

り
も
、
大
抵
は
社
外
か
ら
は
見

え
な
い
よ
う
に
活
動
す
る
。
省

エ
ネ
活
動
を
徹
底
し
な
が
ら
、

製
造
業
で
あ
れ
ば
納
期
を
守
る

べ
く
生
産
工
程
を
見
直
し
た

り
、
接
客
業
で
あ
れ
ば
利
用
客

に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
の
節
電
を
重
視
し
た

り
す
る
。
そ
う
し
た
通
常
な
ら

ば
隠
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
こ
と
で
、
省
エ
ネ
活

動
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
、「
見

え
る
化
」
導
入
後
の
ス
ム
ー
ズ

な
活
動
開
始
へ
と
つ
な
が
る
。

　

現
在
も
制
作
を
進
め
て
い
る

が
、
当
社
で
は
番
組
を
ス
タ
ー

ト
す
る
以
前
か
ら
Ａ
４
サ
イ
ズ

両
面
の
導
入
事
例
紹
介
を
紙
媒

体
で
つ
く
っ
て
い
た
。
こ
こ
で

も
、
環
境
配
慮
の
経
営
が
求
め

ら
れ
る
社
会
情
勢
を
背
景
に
、

多
く
の
企
業
の
協
力
が
得
ら
れ

た
。
さ
ら
に
電
気
だ
け
で
な
く

ガ
ス
や
水
道
、
交
通
費
ま
で
削

減
で
き
た
と
い
う
事
例
も
出
て

く
る
。
し
か
し
紙
媒
体
だ
け
で

は
伝
わ
り
に
く
い
手
法
も
散
見

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

そ
こ
で
映
像
化
を
検
討
し

た
。
多
く
の
企
業
の
省
エ
ネ
手

法
を
広
く
わ
か
り
や
す
く
紹
介

す
る
こ
と
が
、
さ
ら
な
る
省
エ

ネ
活
動
の
輪
を
広
げ
る
と
考
え

て
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
Ｂ
Ｓ

放
送
に
し
た
の
は
、
全
国
で
の

視
聴
が
可
能
だ
か
ら
だ
。
今
で

は
東
日
本
大
震
災
後
の
計
画
停

電
な
ど
を
受
け
て
、
電
力
ピ
ー

ク
と
い
う
言
葉
が
一
般
に
認
知

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
デ
マ
ン

ド
対
策
も
取
り
上
げ
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
導
入
企

業
に
デ
マ
ン
ド
値
５
％
削
減
、

電
力
使
用
量
10
％
削
減
の
目
標

を
掲
げ
て
も
ら
う
ケ
ー
ス
が
多

い
。
す
ぐ
に
達
成
す
る
企
業
も

あ
れ
ば
、
１
年
か
け
て
目
標
に

届
く
企
業
も
あ
る
。
中
に
は
業

績
の
回
復
に
よ
り
デ
マ
ン
ド
や

使
用
量
が
増
加
す
る
企
業
も
あ

る
。
だ
が
生
産
量
や
売
上
高
の

伸
び
率
を
電
力
使
用
量
の
伸
び

率
が
超
え
る
企
業
は
非
常
に
少

な
い
。「
見
え
る
化
」
の
効
果

は
従
業
員
の
意
識
改
革
に
つ
な

が
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
節
電
だ

け
で
は
な
く
企
業
活
動
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
無
駄
が
排
除
さ
れ

て
い
く
よ
う
だ
。
番
組
で
は
そ

う
し
た
波
及
効
果
の
取
り
組
み

も
紹
介
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
に

加
え
、
設
備

面
で
の
工
夫

も
取
り
上

げ
る
。
蛍
光

灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

へ
と
替
え
た

り
、
空
調
を

最
新
の
も
の
へ
交
換
す
る
と
い

っ
た
本
格
的
な
設
備
改
善
は
も

ち
ろ
ん
、
タ
イ
マ
ー
設
定
時
間

の
変
更
や
扇
風
機
の
活
用
と
い

っ
た
既
設
設
備
へ
の
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
に
よ
る
大
き
な
効
果

も
余
さ
ず
放
映
さ
れ
る
。

　

今
夏
、
政
府
は
電
力
需
給
対

策
と
し
て
沖
縄
を
除
く
全
国
で

　

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ

Ｅ
Ａ
）
は
、
ア
メ
リ
カ
が
２
０

１
５
年
に
天
然
ガ
ス
産
出
量
で

ロ
シ
ア
を
抜
き
、
２
０
１
７
年

に
は
石
油
産
出
量
で
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
を
抜
い
て
世
界
最
大
の

石
油
・
ガ
ス
資
源
産
出
国
に
な

る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
示
し

た
。
そ
の
根
拠
は
掘
削
技
術
の

革
新
に
よ
り
困
難
と
さ
れ
て
い

た
地
中
深
く
の
頁
岩
（
シ
ェ
ー

ル
）
層
に
眠
る
石
油
・
ガ
ス
資

源
の
商
業
生
産
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
。
い
わ
ゆ
る
シ
ェ
ー
ル

革
命
の
影
響
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
に
販
売
を
予
定
し

て
い
た
中
東
や
ア
フ
リ
カ
産
の

天
然
ガ
ス
は
欧
州
へ
流
れ
、
欧

州
で
の
ロ
シ
ア
産
ガ
ス
市
場
は

縮
小
。
ロ
シ
ア
は
日
本
を
含
む

ア
ジ
ア
市
場
へ
目
を
向
け
る
。

カ
ナ
ダ
な
ど
新
た
な
資
源
国
も

台
頭
。
シ
ェ
ー
ル
革
命
は
世
界

の
市
場
構
造
を
一
変
さ
せ
た
。

　

そ
も
そ
も
天
然
ガ
ス
は
海
の

動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
泥
と

混
じ
り
海
底
に
推
積
、
こ
れ
ら

有
機
物
が
圧
力
と
地
熱
の
影
響

を
受
け
徐
々
に
変
化
し
た
も
の

と
い
わ
れ
る
。
石
油
と
異
な
り

世
界
各
地
に
供
給
源
が
あ
り
、

産
出
国
で
気
体
の
天
然
ガ
ス
を

冷
却
し
液
化
し
て
輸
送
す
る
。

こ
れ
が
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
略
称
で
呼
ば

れ
る
液
化
天
然
ガ
ス
だ
。

　

日
本
で
は
１
９
６
９
年
に
ア

メ
リ
カ
（
ア
ラ
ス
カ
）
か
ら
の

輸
入
を
開
始
。
２
０
１
３
年
に

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
タ
ー

ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
か
ら
８

７
４
９
万
㌧
を
輸
入
し
た
。
国

内
で
も
新
潟
、
千
葉
、
北
海
道
、

秋
田
な
ど
に
59
の
鉱
山
が
存
在

約
２
０
０
社
の
省
エ
ネ
手
法
を
盾
に

２
０
１
４
年
夏
の
電
力
不
足
に
挑
む　
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し
、
２
０
１
１
年
度
に
は
国
内

総
供
給
量
の
３
・
１
％
（
２
６

６
万
㌧
）
を
産
出
し
た
。

　

ま
た
日
本
の
周
辺
海
域
に
は

天
然
ガ
ス
年
間
使
用
量
の
約
１

０
０
年
分
と
も
試
算
さ
れ
る
メ

タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
埋
蔵
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は「
燃

え
る
水
」
と
も
い
わ
れ
る
氷
状

固
体
物
質
で
、
体
積
の
１
７
０

倍
も
の
ガ
ス
を
含
有
し
、
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

天
然
ガ
ス
は
、
電
気
、
蒸
気
、

冷
温
水
、
直
接
燃
焼
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
利
用
で
き
、
発
電

所
の
燃
料
と
し
て
は
他
の
化
石

燃
料
と
同
様
、
需
要
に
応
じ
た

運
転
量
の
調
整
が
可
能
だ
。
環

境
に
左
右
さ
れ
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
補
う
安
定
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
今
後
の
需

要
増
も
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
天
然
ガ
ス
も
限

り
あ
る
化
石
燃
料
。
無
駄
の
な

い
多
様
な
供
給
シ
ス
テ
ム
の
確

立
や
、
地
球
環
境
に
も
配
慮
し

た
世
界
規
模
で
の
安
定
し
た
市

場
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

　

環
境
省
は
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）

量
を
把
握
す
る
た
め
、
関
東
甲

信
と
北
海
道
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
そ
れ
を
も
と
に
し

た
推
計
結
果
を
２
０
１
４
年
３

月
に
公
表
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
世
帯
当
た

り
の
年
間
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
関

東
甲
信
で
４
・
０
㌧
、
北
海
道

は
７
・
３
㌧
だ
っ
た
。
北
海
道

は
関
東
甲
信
よ
り
約
１
・
８
倍

の
排
出
量
に
な
る
が
、
こ
れ
は

冬
季
の
暖
房
で
灯
油
を
多
く
使

う
の
が
要
因
と
み
ら
れ
る
。

　

戸
建
住
宅
と
集
合
住
宅
の
比

較
で
は
、
戸
建
住
宅
の
ほ
う
が

世
帯
当
た
り
の
排
出
量
が
多
い

３
㌧
に
対
し
、
集
合
住
宅
５
・

１
㌧
と
約
１
・
８
倍
に
な
っ
て

い
る
。

　

省
エ
ネ
行
動
を
し
て
い
る
か

ど
う
か
に
よ
る
排
出
量
変
化
の

調
査
で
は
、「
テ
レ
ビ
の
主
電

源
を
オ
フ
に
し
て
い
る
」「
冷

蔵
庫
の
温
度
設
定
を
控
え
め
に

し
て
い
る
」「
冷
房
設
定
温
度

は
28
℃
以
上
に
し
て
い
る
」
な

　

当
社
提
供
の
環
境
情
報
番
組

「
省
エ
ネ
の
達
人
『
企
業
編
』」

が
２
０
１
０
年
７
月
の
放
送
開

始
か
ら
丸
４
年
を
経
過
し
５
年

目
を
迎
え
た
。
放
送
回
数
は
２

０
０
回
を
超
え
る
。
総
集
編
な

ど
を
除
く
と
当
社
顧
客
の
１
９

０
社
以
上
の
省
エ
ネ
手
法
を
紹

介
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

省
エ
ネ
活
動
に
は
環
境
配
慮

と
同
時
に
、
経
費
削
減
と
い
う

側
面
も
あ
る
。
経
費
削
減
は
企

業
活
動
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

だ
が
、
競
争
力
を
蓄
え
る
手
段

に
な
る
だ
け
に
、
手
の
内
は
社

内
に
と
ど
め
て
お
こ
う
と
考
え

が
ち
だ
。
だ
が
番
組
で
は
、
多

数
の
企
業
が
経
費
削
減
に
つ
な

ど
26
項
目
の
行
動
を
実
施
す
る

割
合
に
よ
っ
て
排
出
量
を
推
計

し
た
。
こ
こ
で
は
、
省
エ
ネ
行

動
実
施
率
が
高
い
世
帯
ほ
ど
排

出
量
が
少
な
く
な
る
こ
と
が
明

確
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
関
東

甲
信
で
は
省
エ
ネ
行
動
実
施
率

20
〜
40
％
世
帯
の
排
出
量
は

４
・
７
㌧
、
同
80
〜
１
０
０
％

世
帯
は
３
・
３
㌧
、
北
海
道
で

は
同
20
〜
40
％
世
帯
が
８
・
１

㌧
、
同
80
〜
１
０
０
％
世
帯
が

６
・
７
㌧
と
な
っ
て
い
る
。

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
関

東
甲
信
で
は
、
戸
建
住
宅
の
排

出
量
４
・
９
㌧
に
対
し
、
集
合

住
宅
は
３
・
２
㌧
と
約
１
・
５

倍
、北
海
道
で
は
戸
建
住
宅
９
・

く
い
。
そ
こ
で
本
年
度
は
バ
ー
ク
の

持
つ
優
れ
た
通
気
性
や
保
水
性
を
生

か
し
つ
つ
、
扱
い
や
す
く
改
良
す
る

た
め
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

栽
培
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
粉
末

状
の
バ
ー
ク
を
熱
圧
し
て
マ
ッ
ト
状

に
成
型
。
こ
う
す
る
こ
と
で
風
で
飛

び
散
る
よ
う
な
こ
と
も
な
く
、
持
ち

ク
繊
維
の
向
き
が
一
定
に
な
り
養
液

の
浸
透
性
が
向
上
し
た
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
発
見
が
あ
っ
た
。

 

研
究
成
果
の
共
有

　

ト
マ
ト
栽
培
と
同
様
に
校
内
の
畑

で
栽
培
中
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
や
稲
苗
の

培
地
と
し
て
、
花
き
栽
培
用
の
苗
ポ

ッ
ト
に
も
バ
ー
ク
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
そ
れ
ら
バ
ー
ク
培
地
で
収

穫
し
た
農
作
物
は
栽
培
を
担
当
し
た

生
徒
と
と
も
に
食
品
化
学
を
専
攻
す

る
生
徒
が
加
工
方
法
を
研
究
す
る
。

そ
う
し
て
地
元

デ
パ
ー
ト
で
の

販
売
も
視
野
に

入
れ
、
１
〜
３
次
産
業
ま
で
を
包
括

す
る
６
次
産
業
へ
と
広
げ
て
い
く
。

さ
ら
に
20
頭
近
く
の
牛
を
育
て
る
学

校
の
牛
舎
で
は
、
牛
の
寝
床
に
敷
く

お
が
く
ず
を
バ
ー
ク
に
替
え
て
使
用

し
、
堆
肥
と
し
て
の
有
効
性
も
研
究

中
だ
。

　

同
校
で
は
こ
れ
ら
各
分
野
に
つ
い

樹皮有効利用の研究は地域への恩返し

シリーズ
　

大
分
県
立
玖
珠
農
業
高
等
学
校
は

県
の
中
西
部
、
玖
珠
郡
玖
珠
町
に
あ

る
農
業
系
専
門
高
校
。
地
元
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
や
畜
産
に
従
事
す

る
人
材
の
育
成
に
注
力
し
て
き
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　

◆

　

玖
珠
農
業
高
校
で
は
２
年
前
か

ら
、
杉
や
ヒ
ノ
キ
の
樹
皮
「
バ
ー

ク
」
を
活
用
し
た
循
環
型
農
業
の
研

究
と
、
そ
れ
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を

推
進
し
て
き
た
。
バ
ー
ク
と
は
木
材

加
工
の
際
に
剥
が
し
た
樹
皮
の
こ
と

家
庭
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
推
計

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」閣
議
決
定

再
生
、原
子
力
、化
石
燃
料
…
位
置
づ
け
を
明
確
化

を
い
い
、
こ
れ
を
細
か
く
粉
砕
し
た

も
の
が
、堆
肥
な
ど
の
原
料
と
な
る
。

し
か
し
一
方
で
、
バ
ー
ク
を
利
用
す

る
に
は
加
工
の
手
間
が
か
か
る
。
玖

珠
町
は
隣
接
す
る
日
田
地
域
と
と
も

に
日
本
有
数
の
杉
の
産
地
。
年
間
に

約
９
万
立
方
㍍
も
の
バ
ー
ク
が
産
出

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
半
は
利
用

し
き
れ
ず
焼
却
処
分
さ
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
同
校
で
は
バ
ー
ク
を
資
源
と

し
て
も
っ
と
活
用
で
き
な
い
か
と
い

う
思
い
か
ら
、
専
門
分
野
で
あ
る
農

業
や
畜
産
で
の
研
究
を
始
め
た
。

 

バ
ー
ク
マ
ッ
ト
で
ト
マ
ト
栽
培

　

生
物
生
産
科
３
年
生
の
中
川
一
樹

さ
ん
と
熊
谷
雄
一
郎
さ
ん
の
今
年
度

の
課
題
研
究
は
、「
ト
マ
ト
栽
培
に

お
け
る
バ
ー
ク
マ
ッ
ト
の
活
用
」。

先
輩
か
ら
引
き
継
い
だ
研
究
で
ト
マ

ト
栽
培
の
培
地
と
し
て
土
の
替
わ
り

に
バ
ー
ク
を
用
い
る
こ
と
の
有
用
性

は
実
証
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
粉
末

状
に
な
っ
て
い
る
バ
ー
ク
は
扱
い
に

eco topicseco topics
約
８
割
の
自
治
体 

温
暖
化
対
策

　

２
０
１
４
年
３
月
、
環
境
省
は
地

方
自
治
体
の
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
が
ど
の
程
度
策
定
さ
れ
て
い
る

か
の
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。
状
況

は
２
０
１
３
年
10
月
時
点
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
自
治
体
自
ら
の

事
業
活
動
に
つ
い
て
実
行
計
画
を
策

定
し
て
い
る
の
は
、
都
道
府
県
と
市

区
町
村
全
体
の
１
７
８
９
団
体
の
う

ち
79
・
４
％
に
当
た
る
１
４
２
０
団

体
。
前
年
度
に
比
べ
て
11
団
体
増
加

し
た
。
ま
た
、
各
自
治
体
が
管
轄
す

る
区
域
で
の
実
行
計
画
を
策
定
し
て

い
る
の
は
、
同
１
７
８
９
団
体
の
う

ち
18
・
９
％
に
当
た
る
３
３
９
団
体
。

こ
れ
も
前
年
度
に
比
べ
て
１
０
２
団

体
増
加
し
て
い
る
。

　

計
画
の
策
定
が
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
を
受
け
、
環
境
省
で
は
地
方
自

治
体
の
地
球
温
暖
化
対
策
が
堅
調
に

進
ん
で
い
る
と
み
て
い
る
。

国
交
省 

環
境
行
動
計
画
策
定

　

２
０
１
４
年
３
月
、
国
土
交
通
省

は
２
０
１
４
〜
２
０
２
０
年
度
の
環

境
行
動
計
画
を
策
定
し
公
表
し
た
。

　

今
後
７
年
の
新
た
な
計
画
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
な

ど
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
に
対
応
し

て
い
く
。

　

行
動
計
画
で
は
「
環
境
と
経
済
・

社
会
の
統
合
的
向
上
、
グ
リ
ー
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
貢
献
」
な
ど
５
つ

の
基
本
的
視
点
を
示
し
、「
低
炭
素

社
会
」「
自
然
共
生
社
会
」
な
ど
４

分
野
で
７
つ
の
推
進
す
べ
き
柱
を
掲

げ
た
。
施
策
の
項
目
に
は
「
２
０
２

０
年
ま
で
に
中
古
住
宅
の
省
エ
ネ
リ

フ
ォ
ー
ム
を
倍
増
」
な
ど
具
体
的
目

標
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

絶
滅
危
惧
種
の
保
全
戦
略

　

２
０
１
４
年
４
月
、環
境
省
は「
絶

滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
種
の

保
全
戦
略
」
を
策
定
し
公
表
し
た
。

　

同
戦
略
の
目
的
は
、
日
本
に
生
息

す
る
絶
滅
危
惧
種
の
保
全
を
全
国
的

に
進
め
て
い
く
こ
と
。
保
全
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
方
針
や

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
示
し
て
い

る
。
優
先
的
に
保
全
活
動
に
取
り
組

む
種
に
つ
い
て
の
考
え
方
も
明
ら
か

に
し
て
お
り「
種
の
存
続
の
困
難
さ
」

と
「
対
策
効
果
の
大
き
さ
」
の
２
つ

の
視
点
で
評
価
す
る
と
し
た
。
示
さ

れ
た
施
策
に
は
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
３
０
０
種
の
希
少
生
物
を
追
加
指

定
す
る
こ
と
や
「
絶
滅
危
惧
種
保
全

カ
ル
テ
」
の
作
成
で
情
報
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

エ
コ
市
場
規
模 

約
86
兆
円
、
雇
用
約
２
４
３
万
人

　

２
０
１
４
年
４
月
、
環
境
省
は
２

０
１
２
年
の
環
境
産
業
市
場
規
模
な

ど
の
推
計
結
果
を
公
表
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、「
環
境
汚
染
防

止
」「
地
球
温
暖
化
対
策
」「
廃
棄
物

処
理
・
資
源
有
効
利
用
」「
自
然
環

境
保
全
」
に
分
類
さ
れ
た
環
境
産
業

全
体
の
市
場
規
模
は
約
86
兆
円
で
、

前
年
の
約
82
兆
円
か
ら
４
・
８
％
増

加
し
た
。
市
場
規
模
は
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
な
ど
の
影
響
で
２
０
０
９
年

に
減
少
（
約
74
兆
円
）
し
た
が
、
そ

の
後
、
増
加
に
転
じ
、
そ
れ
以
降
増

加
傾
向
に
あ
る
。

　

２
０
１
２
年
の
環
境
産
業
の
雇
用

規
模
は
約
２
４
３
万
人
で
、
前
年
の

約
２
３
６
万
人
か
ら
３
％
増
加
し

た
。
雇
用
規
模
は
過
去
10
年
間
お
お

む
ね
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

ま
た
環
境
産
業
の
付
加
価
値
額
は

２
０
１
２
年
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約

７
・
８
％
に
当
た
る
約
37
兆
円
。
輸

出
額
は
約
９
・
２
兆
円
、
輸
入
額
は

約
１
・
９
兆
円
だ
っ
た
。

　

環
境
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を

環
境
経
済
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
上

の
「
環
境
産
業
情
報
」
で
公
表
し
て

い
る
。

て
、
生
徒
に
よ
る
定
期
的
な
発
表
の

機
会
を
設
け
、
学
校
全
体
で
バ
ー
ク

の
研
究
成
果
を
共
有
し
、
地
元
の
農

業
研
究
会
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
。
最
近
で
は
外
部
か
ら
見

学
を
希
望
す
る
声
も
上
が
る
よ
う
に

な
っ
た
。
担
当
教
諭
の
河
津
文
昭
さ

ん
は
こ
う
話
す
。「
こ
う
し
た
反
応

は
生
徒
た
ち
の
刺
激
に
な
り
、
地
元

の
農
家
の
方
々
に
と
っ
て
も
よ
い
刺

激
と
な
り
ま
す
。
農
業
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」。

ま
た
、
生
徒
に
地
域
貢
献
の
機
会
を

多
く
提
供
し
て
あ
げ
る
こ
と
は
学
校

の
使
命
と
も
話
す
。

　

バ
ー
ク
と
い
う
資
源
が
、
林
業
と

農
業
を
つ
な
ぐ
大
切
な
役
割
を
果
た

し
、
さ
ら
に
は
畜
産
や
食
品
加
工
な

ど
の
場
に
お
い
て
も
形
を
変
え
て
循

環
利
用
さ
れ
て
い
く
。
地
域
の
産
業

と
深
く
関
わ
り
、
地
域
の
人
々
に
支

え
ら
れ
て
い
る
農
業
高
校
。
バ
ー
ク

研
究
は
そ
う
し
た
こ
と
へ
の
恩
返
し

の
場
と
し
て
も
動
き
出
し
て
い
る
。

関東甲信…４．０トン
北海道…7.3トン

　

２
０
１
４
年
４
月
、
政
府

は
中
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
方
向
性
を
示
す
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
を
閣

議
決
定
し
た
。こ
の
計
画
は
、

２
０
０
２
年
６
月
に
制
定
さ

れ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
基

本
法
」
で
策
定
が
求
め
ら
れ

て
い
る
も
の
。
お
よ
そ
３
年

に
１
度
、
新
た
な
計
画
が
つ

く
ら
れ
る
。
今
回
は
第
４
次

計
画
に
あ
た
り
東
日
本
大
震

災
以
降
、
最
初
の
計
画
。

　

同
計
画
は
５
つ
の
章
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
給
に
関
し
て
そ
れ
ぞ

れ
、
課
題
、
基
本
的
な
方
針
、

施
策
、
技
術
開
発
、
告
知
活

動
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
第
２
章
の
基
本

方
針
で
は
各
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

の
位
置
づ
け
と
政
策
の
方
向

性
が
示
さ
れ
た
。

　
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

は
重
要
な
低
炭
素
の
国
産
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
位
置
づ
け
、

２
０
１
３
年
か
ら
３
年
程
度

は
導
入
を
最
大
限
加
速
す

る
。「
原
子
力
」の
位
置
づ
け

は
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電

源
。安
全
性
が
確
保
で
き
る

と
認
め
ら
れ
れ
ば
再
稼
働
を

進
め
、依
存
度
は
可
能
な
限

り
低
減
さ
せ
る
。「
石
炭
」
は

環
境
負
荷
を
低
減
し
つ
つ
活

用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
。
温

室
効
果
ガ
ス
対
策
な
ど
の
技

術
開
発
を
進
め
な
が
ら
利
用

す
る
。「
天
然
ガ
ス
」は
役
割

を
拡
大
し
て
い
く
重
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
。
コ
ス
ト
低
減

を
進
め
、
水
素
源
な
ど
利
用

形
態
の
多
様
化
も
図
る
。「
石

油
」
は
今
後
も
活
用
す
る
重

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
。
災
害

時
の
「
最
後
の
砦
」
に
な
り
、

供
給
網
の
一
層
の
強
化
な
ど

が
必
要
。「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
」
は

分
散
型
で
ク
リ
ー
ン
な
ガ
ス

体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
。
供
給

体
制
の
強
化
や
利
用
形
態
の

多
様
化
が
必
要
│
│
と
そ
れ

ぞ
れ
の
基
本
的
考
え
方
が
示

さ
れ
た
。

目
標
値
を
設
定
し
な
い
節
電
要

請
を
行
っ
た
。
電
力
需
給
対
策

で
は
そ
の
前
提
に
な
る
電
力
需

給
見
通
し
も
発
表
さ
れ
、
沖
縄

を
除
く
全
国
９
電
力
管
内
の
予

備
率
が
４
・
６
％
と
予
測
さ
れ

た
。
３
％
を
下
回
る
と
安
定
供

給
が
困
難
に
な
る
と
い
わ
れ
る

だ
け
に
、
こ
の
予
測
値
は
ぎ
り

ぎ
り
の
ラ
イ
ン
だ
。
し
か
も
こ

こ
に
は
省
エ
ネ
活
動
で
生
じ
る

で
あ
ろ
う
需
要
減
も
織
り
込
ま

れ
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
に
対
し
全
国
の
電

力
会
社
は
、
地
域
を
越
え
て
の

融
通
や
発
電
設
備
の
増
強
な
ど

考
え
ら
れ
る
対
策
を
次
々
と
実

行
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
電
気

の
安
定
供
給
を
守
り
抜
く
と
い

う
強
い
使
命
感
が
見
え
る
。
そ

の
意
思
に
応
え
る
た
め
に
も
需

要
家
側
か
ら
の
働
き
か
け
は
必

要
だ
ろ
う
。
難
し
い
こ
と
は
な

い
。
省
エ
ネ
活
動
に
取
り
組
め

ば
い
い
だ
け
だ
。お
手
本
は「
省

エ
ネ
の
達
人
『
企
業
編
』」
に

登
場
し
た
企
業
が
、
番
組
内
で

物
惜
し
み
す
る
こ
と
な
く
披
露

し
て
く
れ
て
い
る
。

各エネルギー源の位置づけと政策の方向性

運
び
も
容
易
に
な
る
。
圧
力
や
時
間

を
変
え
な
が
ら
、
16
通
り
の
バ
ー
ク

マ
ッ
ト
の
試
作
品
を
つ
く
り
、
ト
マ

ト
の
苗
付
け
に
最
適
な
硬
さ
や
作
業

効
率
に
つ
い
て
調
べ
た
。

　

調
査
の
結
果
、「
圧
力
を
か
け
た

時
間
に
よ
っ
て
吸
水
性
に
違
い
が
出

る
」「
圧
力
を
か
け
た
こ
と
で
バ
ー

豊
富
な
資
源
を
生
か
し
て
循
環
型
農
業
を
展
開

【写真上】バークマットを観察する中川さん（左）と熊谷
さん。意外な発見が楽しいバークマット栽培。「トマトの
収穫が楽しみ」と話していた。【左下】牛舎の寝床には、
おがくずの替わりにバークを敷く。【右下】苗ポットにも
バークをまぜることで根がよく張る。

一
世
帯

エネルギー 位置づけ 政策の方向性

再生可能
エネルギー

低炭素の国産エネ
ルギー源

2013 年から3年程度は導入
を最大限加速。その後も積極的
に推進。

原子力 重要なベースロー
ド電源

安全性が十分確保できると認め
られれば再稼働を進める。依存
度は可能な限り低減させる。

石炭
環境負荷を低減し
つつ活用していく
エネルギー源

温室効果ガス対策などの技術開
発を進めながら利用。国内だけ
でなく海外への導入も推進。

天然ガス
役割を拡大してい
く重要なエネルギ
ー源

コスト低減を進めることが重要。
水素源など利用形態の多様化も
図る。

石油
今後とも活用して
いく重要なエネル
ギー源

災害時、エネルギー供給の「最
後の砦」になる。供給網の一層
の強化などが必要。

ＬＰガス
分散型でクリーン
なガス体のエネル
ギー源

石油同様、災害時の「最後の砦」。
供給体制の強化や利用形態の多
様化が必要。

【第14回】 大分県立玖
く

珠
す

農業高等学校

http://econews.jp/newspaper/education/education_14.html
http://econews.jp/newspaper/knowledge/knowledge_37.html
http://www.nt-e.jp/
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ル
シ
ョ
ッ
ク
で
国
内
経
済
は
経
済
危
機
に

見
舞
わ
れ
た
が
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
経
営
努
力
と
技
術
開
発
で
、
産
業
構

造
の
転
換
を
図
り
、
世
界
も
驚
く
回
復
を

み
せ
る
。
資
源
の
使
用
量
を
減
ら
す
こ
と

が
環
境
汚
染
物
質
の
減
少
に
も
つ
な
が
る

と
い
う
考
え
も
同
時
に
根
づ
い
て
い
く
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

１
９
９
１
年
に
な
る
と
、
経
団
連
が
産

業
界
の
地
球
環
境
保
全
に
つ
い
て
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
と
な
る
「
経
団
連
地
球
環
境
憲

章
」
を
発
表
し
た
。
自
社
独
自
の
環
境
規

定
や
負
荷
削
減
目
標
を
定
め
て
、
そ
の
順

守
状
況
を
監
査
す
る
制
度
の
必
要
性
を
提

起
。
こ
の
憲
章
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
多
く

の
企
業
が
経
営
理
念
の
一
環
と
し
て
環
境

方
針
を
明
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

翌
１
９
９
２
年
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
「
地

球
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
る
。
以
降
、

全
世
界
で
地
球
環
境
問
題
の
重
要
性
が
認

知
さ
れ
、
日
本
で
も
本
格
的
な
取
り
組
み

の
段
階
へ
と
入
っ
て
い
く
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

次
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の
が
１
９

９
７
年
。
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
気
候
変

動
枠
組
条
約
第
３
回
締
約
国
会
議
」
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
各
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
目
標
を
示
し
た
「
京
都
議
定
書
」
が

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
日
本
は
、
２

０
０
８
年
か
ら
２
０
１
２
年
ま
で
の
間

に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
１
９
９

０
年
比
で
６
％
以
上
削
減
す
る
こ
と
な
ど

を
約
束
。
豊
か
な
地
球
環
境
を
享
受
し
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
発
展
を
し
て
い
く
た

め
に
は
、
幅
広
い
組
織
や
事
業
者
が
、
自

主
的
か
つ
積
極
的
に
環
境
保
全
の
取
り
組

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
近
年
の
環
境
問
題
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
変
化
を
受
け
て
、
企

業
が
ど
の
よ
う
な
環
境
活
動
を
し
て
い
る

の
か
を
紹
介
す
る
た
め
に
立
ち
上
げ
た
企

画
だ
。
今
回
は
あ
ら
た
め
て
、
こ
れ
ま
で

の
日
本
企
業
が
直
面
し
て
き
た
環
境
問
題

と
そ
れ
に
対
し
て
取
り
組
ま
れ
た
対
策
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

戦
後
の
日
本
は
経
済
成
長
を
目
標
に
掲

げ
、
金
銭
的
・
物
質
的
な
「
豊
か
さ
」
を

求
め
て
き
た
。
重
化
学
工
業
化
が
急
速
に

進
ん
だ
１
９
５
０
年
代
半
ば
〜
１
９
７
０

年
代
前
半
の
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、「
四

大
公
害
病
」
が
社
会
問
題
と
な
り
、
経
済

社
会
の
あ
り
方
に
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
た
。

１
９
７
２
年
に
成
立
し
た
「
大
気
汚
染
防

止
法
」
の
改
正
で
は
、
事
業
者
は
故
意
ま

た
は
過
失
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
損

害
を
賠
償
す
る
責
任
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ

の
後
も
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、
土
壌
汚

染
、
騒
音
に
つ
い
て
環
境
基
準
が
設
定
さ

れ
て
い
く
。

　

１
９
７
０
年
代
に
起
き
た
２
度
の
オ
イ

み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
有
効
な
ツ
ー
ル

と
し
て「
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」

が
注
目
さ
れ
始
め
た
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

２
０
０
１
年
、中
央
省
庁
再
編
に
伴
い
、

環
境
省
が
新
た
に
発
足
。
環
境
改
善
を
継

続
的
に
行
う
た
め
に
、
組
織
の
活
動
を
体

系
的
、
効
率
的
、
効
果
的
に
運
用
す
る
シ

ス
テ
ム
の
策
定
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
企
業
や
自
治
体
が
、
自
ら
の
事
業

活
動
や
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
環
境
へ

の
影
響
を
把
握
し
、
環
境
配
慮
の
方
針
や

計
画
を
立
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
行

う
体
制
を
整
え
て
い
っ
た
。

　

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
は
、

国
際
規
格
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
や
環
境

省
が
策
定
し
た
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
を
は

じ
め
、
地
方
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
策

定
し
た
規
格
が
次
々
と
登
場
し
た
。

環境対策における日本企業の歩み

環境活動を推進する企業の物語

第7話　戦後日本の環境対応

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

企
業
の
環
境
意
識
が
高
ま
る
中
、
２
０

１
１
年
に
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
る
。
そ

の
後
、
相
次
い
だ
全
国
の
原
子
力
発
電
所

停
止
は
、
日
本
国
民
の
意
識
を
大
き
く
変

え
た
。
断
続
的
な
電
力
不
足
が
発
生
し
、

原
発
停
止
や
火
力
発
電
の
燃
料
費
増
加
に

よ
っ
て
電
力
料
金
が
上
昇
し
て
い
っ
た
。

政
府
や
企
業
、
そ
し
て
国
民
が
一
体
と
な

っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
を
も
う
一

度
見
直
す
段
階
に
き
て
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用
、グ
リ
ー
ン
調
達
、

低
環
境
負
荷
製
品
の
開
発
な
ど
、
企
業
は

地
球
環
境
の
保
全
を
考
え
な
が
ら
、
健
全

な
経
済
発
展
を
遂
げ
る
た
め
、
日
々
さ
ま

ざ
ま
な
努
力
を
し
て
い
る
。
今
後
も
現
在

の
日
本
が
抱
え
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
、

企
業
の
活
動
を
紹
介
し
な
が
ら
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
。
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　肩ひじを張らず知識を深めたい人
に向けた２冊。１冊はタイトルの硬
さで敬遠せず、手に取ってほしい書
籍。もう１冊は子ども向けにつくら
れた教材という意識を外し内容をか
み砕いた入門書として触れてほしい
もの。環境分野では何かと悪者扱い
される炭素と、注目株の再生可能エ
ネルギーについて再確認できる。

　
「
本
書
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
の
副
読
本
と
し
て
製

作
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
人
で
も

読
み
応
え
が
あ
る
よ
う
に
編
集

し
て
い
ま
す
」（
１
５
６
ペ
ー

ジ
）
と
い
う
記
述
の
と
お
り
、

教
養
を
深
め
る
目
的
の
一
般
書

籍
と
比
較
し
て
も
、
少
し
も
引

け
を
取
ら
な
い
内
容
。
そ
れ
で

い
て
本
来
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ

る
子
ど
も
に
向
け
て
も
、
理
解

を
深
め
ら
れ
る
や
さ
し
い
言
葉

づ
か
い
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
良
書
を
提
供
し

た
い
と
い
う
つ
く
り
手
の
ひ
た

む
き
な
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

　

例
え
ば
、
地
球
上
の
風
は
、

も
と
を
た
ど
れ
ば
太
陽
の
熱
に

起
因
す
る
。
そ
の
大
人
で
も

気
づ
く
こ
と
が
少
な
い
知
識

を
「
風
の
お
母
さ
ん
は
太
陽
だ

っ
て
知
っ
て
る
？　

太
陽
が
地

球
の
空
気
を
温
め
る
と
、
温
ま

っ
た
空
気
は
軽
く
な
っ
て
上
に

上
が
り
、
薄
く
な
っ
た
と
こ
ろ

を
う
め
る
よ
う
に
、
ま
わ
り
か

ら
冷
た
い
空
気
が
移
動
し
て
く

る
。
そ
れ
が
風
な
ん
だ
」（
18

ペ
ー
ジ
）
と
解
説
す
る
。
風
力

発
電
を
紹
介
す
る
導
入
部
だ
。

　

同
様
に
地
熱
を
「
大
地
」、

バ
イ
オ
マ
ス
を
「
生
き
も
の
」

と
言
い
換
え
、
太
陽
光
、
風
力
、

水
力
と
い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
仕
組
み
や
現
状
、
普

及
を
妨
げ
る
課
題
ま
で
に
も
言

及
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
学
ぶ

人
も
、
知
識
を
再
確
認
し
た
い

人
も
、
子
ど
も
に
も
大
人
に
も

適
し
た
一
冊
。

グリーンパワーブック　再生可能エネルギー入門
一般社団法人 Think the Earth 編著

大人が使える子ども向け入門書

（ダイヤモンド社　1,000円＋税）
しんくじあーす　「エコロジーと
エコノミーの共存」をテーマに
2001 年に発足。環境問題や社会問
題に関する情報を書籍やウェブで
発信している。これまで『1 秒の
世界』『いきものがたり──生物多
様性 11 の話』などを出版。

この神戸市の記事全文は、ウ
ェブサイト「ニッポン環境都
市探訪」でも閲覧が可能。そ
のほか、紙面では紹介しきれ
なかった写真やトピックも掲
載。神戸市以外の全国の環境
都市情報も多数紹介している。

http://econews.jp/city/

　

酸
素
、
水
素
、
鉄
、
金
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
な
ど
１
２
０
種
近
く

あ
る
元
素
。
そ
の
元
素
同
士
が

結
び
つ
い
て
で
き
た
も
の
を
化

合
物
と
い
う
。
現
在
知
ら
れ
て

い
る
こ
の
化
合
物
の
種
類
は
７

０
０
０
万
以
上
に
及
び
、
こ
の

う
ち
の
約
８
割
に
炭
素
が
含
ま

れ
て
い
る
│
│
そ
ん
な
化
学
の

知
識
を
紹
介
し
な
が
ら
、
本
書

が
掘
り
下
げ
て
い
る
の
は
、
炭

素
の
化
合
物
に
よ
っ
て
生
か
さ

れ
て
い
る
私
た
ち
人
類
の
来
し

方
で
あ
り
、
行
く
末
だ
。

　

書
店
で
本
書
を
手
に
取
り
、

ぱ
ら
ぱ
ら
め
く
る
と
、
所
々
に

分
子
構
造
を
示
す
図
表
を
目
に

す
る
だ
ろ
う
。
化
学
や
理
系
分

野
は
苦
手
と
い
う
人
は
、
そ
れ

だ
け
で
敬
遠
し
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
。
だ
が
、
臆
せ
ず
読

ん
で
ほ
し
い
。
専
門
知
識
は
必

要
な
い
。
あ
え
て
必
要
と
い
え

ば
、
好
奇
心
だ
ろ
う
。
何
し
ろ

炭
素
の
化
合
物
は
人
間
の
身
体

を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に

あ
り
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
興
味

深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
存
分
に
披

露
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

語
ら
れ
る
分
野
は
、
食
料
、

酒
・
煙
草
、
薬
物
、
爆
薬
、
石

炭
に
石
油
と
い
っ
た
モ
ノ
だ
け

で
な
く
、
日
本
史
、
世
界
史
、

中
国
の
三
国
志
な
ど
コ
ト
に
も

及
ぶ
。
炭
素
は
温
暖
化
を
招
く

物
質
も
構
成
し
、
人
間
の
身
体

も
つ
く
る
。
変
幻
自
在
の
性
質

が
解
説
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
分

野
も
関
心
も
尽
き
ず
、
ペ
ー
ジ

を
め
く
る
手
も
止
ま
ら
な
い
。

炭素文明論　「元素の王者」が歴史を動かす
佐藤健太郎 著

温暖化を招く炭素、人類をつくる炭素

（新潮選書　1,300円＋税）
さとう けんたろう　1970 年、兵
庫県生まれ。サイエンスライター。
東京工業大学大学院理工学研究科
修士課程修了。著書に『有機化学
美術館へようこそ』『化学物質はな
ぜ嫌われるのか』『創薬科学入門』
など。

ベストバランスエネルギー都市
再生可能エネルギーや水素の活用を積極推進する

兵
庫
県
神
戸
市

環境モデル都市
二酸化炭素（CO2）排出を抑えた「低
炭素社会」の実現に向けて、温室効果
ガスの大幅削減などへの取り組みを行
うモデル都市。2014年 3月に新たに
3都市が加わり、現在23の自治体が
政府より選定されている。

株
式
会
社
ク
リ
ハ
ラ
ン

ト
が
市
有
地
を
活
用
し

て
建
設
し
た
「
神
戸
六

甲
西
太
陽
光
発
電
所
」。
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兵
庫
県
の
県
庁
所
在
地
、神
戸
市
。

９
つ
の
区
か
ら
成
る
政
令
指
定
都
市

で
あ
る
。
１
８
６
８
年
の
神
戸
港
開

港
以
来
、
日
本
を
代
表
す
る
国
際
港

湾
都
市
と
し
て
発
展
し
、
他
都
市
を

リ
ー
ド
す
る
「
先
進
性
」
を
身
に
つ

け
て
き
た
。

　

１
９
９
５
年
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
、
最
大
震
度
７
を

記
録
。
市
街
地
や
港
、
道
路
な
ど
が

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
が
、
震
災
後

に
は
「
市
民
力
」
を
生
か
し
た
「
防

災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
結
成
さ

れ
る
な
ど
、
市
民
の
絆
は
よ
り
強
い

も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
16
年
後
に
起
こ
っ

た
東
日
本
大
震
災
は
、
市
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
を
再
考
す
る
契
機
と
な
っ

た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
消
費
す
る

大
都
市
が
、
低
炭
素
都
市
の
実
現
に

向
け
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
他

の
都
市
へ
と
活
動
が
波
及
し
て
い

く
。
そ
う
考
え
た
神
戸
市
で
は
、
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
「
先
進
性
」
と

「
市
民
力
」
を
土
台
に
、
市
民
、
事

業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

２
０
１
３
年
３
月
、
同
じ
兵
庫
県

の
尼
崎
市
な
ど
と
と
も
に
神
戸
市
は

環
境
モ
デ
ル
都
市
に
選
定
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
２
０
１
４
年
３
月
に

へ
の
設
置
が
完
了
し
た
。
設
置
数
は

現
在
も
増
加
し
て
い
る
。
住
宅
用
の

太
陽
光
発
電
の
普
及
も
進
ん
で
お

り
、
２
０
１
３
年
度
末
に
は
設
置

件
数
が
約
１
万
２
０
０
０
世

帯
と
な
っ
た
。
ま
た
、
同
年

度
に
は
年
間
約
１
４
０
０

件
の
設
置
補
助
申
請
が
あ

っ
た
。

　

そ
し
て
今
、
神
戸

市
で
最
も
注
目
さ
れ

て
い
る
取
り
組
み
が

「
水
素
」
の
利
用
だ
。

　

２
０
１
３
年
６

月
、
日
本
経
済
再

生
に
向
け
た
〝
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
３
本

の
矢
〞
の
３
本
目

の
矢
と
な
る
成
長

戦
略
「
日
本
再
興

戦
略
」
が
閣
議
決
定

さ
れ
た
。
こ
の
中
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
の
が「
２

０
１
５
年
か
ら
の
燃
料
電
池
自

動
車
の
市
場
投
入
と
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
先
行
整
備
」。
こ
れ
に
よ

り
、
国
内
外
で
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

用
い
た
燃
料
電
池
自
動
車
（
Ｆ
Ｃ

Ｖ
：Fuel Cell Vehicle

）
の
開
発

が
相
次
い
で
い
る
。
神
戸
市
で
は
、

２
０
１
４
年
３
月
に
ト
ヨ
タ
、
ホ
ン

ダ
を
は
じ
め
、
水
素
の
供
給
施
設
と

な
る
「
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の

建
設
企
業
な
ど
８
社
と
と
も
に
「
神

戸
市
Ｆ
Ｃ
Ｖ
導
入
促
進
協
議
会
」
を

立
ち
上
げ
、
県
内
の
自
治
体
で
は
初

「
神
戸
市
環
境
モ
デ
ル
都
市
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
作
成
。「
ベ
ス
ト

バ
ラ
ン
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
都
市
」「
み

ど
り
あ
ふ
れ
る
都
市
」「
生
活
を
楽

し
む
都
市
」
の
３
つ
の
目
標
を
柱
と

し
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

中
で
も
「
ベ
ス
ト
バ
ラ
ン
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
都
市
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
が
活
発
だ
。

　
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ろ
っ
こ
う
・
か
も
め

発
電
」
と
名
づ
け
た
事
業
で
は
、
市

の
土
地
や
建
物
屋
根
な
ど
公
有
財
産

を
活
用
し
た
太
陽
光
発
電
を
進
め
る

ほ
か
、
民
間
事
業
者
や
一
般
住
宅
へ

の
積
極
的
な
導
入
も
促
進
す
る
。
日

照
時
間
が
長
く
、
温
暖
な
瀬
戸
内
気

候
と
い
う
地
域
特
性
を
生
か
し
た

「
創
エ
ネ
」
の
取
り
組
み
だ
。
市
内

に
は
、
小
規
模
の
も
の
か
ら
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
ま
で
、
多
く
の
太
陽
光
発
電

所
が
設
け
ら
れ
、
２
０
１
２
年
度
末

ま
で
に
小
中
学
校
や
下
水
処
理
場
な

ど
の
市
関
連
施
設
１
０
０
カ
所
以
上

と
な
る
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
公
用
車
導
入
を

発
表
し
た
。
２
０
１
５
年
度
に
量
産

型
の
Ｆ
Ｃ
Ｖ
が
市
販
さ
れ
る
の
に

合
わ
せ
て
購
入
す
る
予

定
だ
。
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
航

続
距
離
は
ガ
ソ
リ

ン
自
動
車
並
み
。

充じ
ゅ
う

填て
ん

も
速
く
、

二
酸
化
炭
素

の
排
出
は
ゼ

ロ
。
将
来

の
普
及
が

大
い
に
期

待
さ
れ
て

い
る
と
あ

っ
て
、
神

戸
市
で
は
啓

発
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
開
催
を
通

し
、
２
０
１
５
年

か
ら
本
格
化
す
る

水
素
利
用
の
実

現
を
市
内
外
へ

発
信
し
て
い
く
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に

つ
い
て
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
積

極
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
で
道
を
切
り

開
い
て
い
る
神
戸
市
。
今
後
も
市
が

元
来
持
つ
「
先
進
性
」
と
１
５
０
万

人
の
「
市
民
力
」
を
最
大
限
に
活
用

し
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
だ
け
で
な

く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
も
見

据
え
た
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ

と
で
、
人
に
、
自
然
に
、
地
球
に
、

未
来
に
貢
献
す
る
「
環
境
貢
献
都

市
」
を
目
指
し
て
い
く
。

本格普及に期待がかかる
FCV（燃料電池自動車）

戦後の環境分野での主な出来事

1950年代半ば～
1970年代前半

高度経済成長
そのあおりを受け公害問題が深刻化

1972年
大気汚染防止法 改正
企業は故意や過失のない場合も公害問題
の責任をとる必要がある

1973年
1979年

２度のオイルショック
省エネ技術の開発や企業の経営努力によ
り産業構造が転換され、世界も驚く著し
い回復を成し遂げた
→社会に省エネ意識が広く浸透

1991年

「経団連地球環境憲章」発表
企業が環境規定などをつくることの必要
性を訴える
→経営理念の一環として環境方針を打ち
出す企業が増加

1992年
ブラジルで「地球サミット」開催
世界的に地球規模での環境問題が重要視
されるようになる

1997年
「京都議定書」採択
日本は温室効果ガス排出量の６％削減を
約束。企業は「環境マネジメントシステム」
への関心を高める

2001年
環境省発足
企業や自治体も事業活動における環境へ
の影響を把握し、環境計画や方針の決定
など体制づくりを強化していく

2011年
東日本大震災
原発停止による電力不足で新たなエネル
ギー使用のあり方が見直される

http://econews.jp/newspaper/story/eco_story_07.html
http://econews.jp/city/chubu_kinki/kobe.html
http://econews.jp/newspaper/books/books_37.html
http://www.nt-e.jp/
http://www.nt-e.jp/
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日本テクノ 営業拠点一覧

本
社
営
業
部

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１ - 

25 -

１

札
幌
営
業
所

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
２ -

５

苫
小
牧
営
業
所

北
海
道
苫
小
牧
市
王
子
町
３ -

２ - 

23

盛
岡
営
業
所

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
２ -

９ -

１

仙
台
営
業
所

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
中
央
１ - 

６ -

35

郡
山
営
業
所

福
島
県
郡
山
市
駅
前
２ - 

10 - 

15

新
潟
営
業
所

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
弁
天
３ -

２ -

３

宇
都
宮
営
業
所

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２ -

４ -

３

小
山
営
業
所

栃
木
県
小
山
市
駅
東
通
り
１ -

６ -

９

高
崎
営
業
所

群
馬
県
高
崎
市
八
島
町
２
７
４

水
戸
営
業
所

茨
城
県
水
戸
市
城
南
１ -

４ -

７

つ
く
ば
営
業
所

茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園
１ -

６ -

１

熊
谷
営
業
所

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
２ - 

15

さ
い
た
ま
営
業
所

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１ -

９ -

４

西
埼
玉
営
業
所

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
１ -

３ - 

18

柏

営

業

所

千
葉
県
柏
市
柏
４ -

８ - 

14

千
葉
営
業
所

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
田
町
１ -

１

立
川
営
業
所

東
京
都
立
川
市
曙
町
２ - 

35 -

２

横
浜
営
業
所

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
３ - 

19 - 

11

相
模
原
営
業
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
鹿
沼
台
２ - 

17 - 

18

横
須
賀
営
業
所

神
奈
川
県
横
須
賀
市
小
川
町
14 -

１

藤
沢
営
業
所

神
奈
川
県
藤
沢
市
藤
沢
４
８
４ -

１

長
野
営
業
所

長
野
県
長
野
市
栗
田
１
０
０
０ -

１

松
本
営
業
所

長
野
県
松
本
市
深
志
２ -

５ -

２

甲
府
営
業
所

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
２ - 

29 -

４

沼
津
営
業
所

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町
３ -

８ - 

23

静
岡
営
業
所

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
紺
屋
町
17 -

１

浜
松
営
業
所

静
岡
県
浜
松
市
中
区
板
屋
町
１
１
１ -

２

岡
崎
営
業
所

愛
知
県
岡
崎
市
唐
沢
町
11 -

５

名
古
屋
営
業
所

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
葵
３ - 

15 - 

31

金
沢
営
業
所

石
川
県
金
沢
市
本
町
２ - 

15 -

１

岐
阜
営
業
所

岐
阜
県
岐
阜
市
橋
本
町
２ -

８

滋
賀
営
業
所

滋
賀
県
彦
根
市
佐
和
町
11 - 

30

三
重
営
業
所

三
重
県
四
日
市
市
鵜
の
森
１ -

３ - 

20

京
都
営
業
所

京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
御
池
下
ル
虎
屋
町
５
６
６ -

１

大
阪
営
業
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
４ - 

14 -

３

堺

営

業

所

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
花
田
口
町
２ -

３ - 

20 

神
戸
営
業
所

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
８ -

３ -

５

姫
路
営
業
所

兵
庫
県
姫
路
市
南
駅
前
町
１
０
０

島
根
営
業
所

島
根
県
松
江
市
御
手
船
場
町
５
５
３ -

６

岡
山
営
業
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
下
石
井
２ -

１ - 

18

広
島
営
業
所

広
島
県
広
島
市
東
区
若
草
町
12 -

１

山
口
営
業
所

山
口
県
山
口
市
小
郡
高
砂
町
２ -

７

高
松
営
業
所

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２ -

１

松
山
営
業
所

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
３ -

３ -

３

北
九
州
営
業
所

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅
野
２ - 

14 -

１

福
岡
営
業
所

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
１ -

２ -

５

大
分
営
業
所

大
分
県
大
分
市
末
広
町
１ -

１ - 

18

長
崎
営
業
所

長
崎
県
長
崎
市
桜
町
５ -

３

熊
本
営
業
所

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
２ -

１ - 

24

鹿
児
島
営
業
所

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
中
央
町
18 -

１

沖
縄
営
業
所

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

テ
ク
ノ
・
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

０
１
２
０
ー

３
０
８
ー

５
１
２
受
付 

９
時
30
分
〜
17
時
00
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

Techno View日 本 テ クノ 社 内 情 報

　

日
電
協
（
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
）

に
入
会
し
た
技
術
者
は
、
ま
ず
日
本
テ
ク
ノ
が

実
施
す
る
新
人
研
修
を
受
け
る
。
場
所
は
神
奈

川
県
相
模
原
市
に
あ
る
日
本
テ
ク
ノ
・
ソ
ー
ラ

ー
パ
ワ
ー
ビ
ル
。
全
３
日
間
の
日
程
だ
。

　

新
人
と
は
い
え
入
会
者
は
資
格
を
持
つ
電
気

管
理
技
術
者
。
日
電
協
の
運
営
シ
ス
テ
ム
を
理

解
し
、
今
ま
で
の
経
験
を
最
大
限
生
か
し
て
も

ら
う
の
が
セ
ミ
ナ
ー
の
目
的
で
も
あ
る
。

　

こ
の
新
人
研
修
を
含
め
そ
の
後
の
技
術
講
習

や
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
親
睦
を
深
め
る
狙
い
も
あ

る
。
単
独
で
の
活
動
が
多
い
電
気
管
理
の
業
務

で
も
、
仲
間
の
助
け
が
必
要
な
場
面
は
何
度
と

な
く
あ
る
。
そ
の
と
き
の
た
め
に
も
日
本
テ
ク

ノ
と
の
つ
な
が
り
や
技
術
者
同
士
の
関
係
を
良

好
に
保
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
業
務

上
だ
け
で
な
く
、
趣
味
の
仲
間
を
広
げ
る
な
ど

日
常
生
活
の
豊
か
さ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

定
年
後
に
日
電
協
へ
入
会
し
、
顧
客
か
ら
頼

ら
れ
る
存
在
に
な
り
な
が
ら
、
充
実
し
た
余
暇

も
過
ご
す
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
フ
」
の
実
践

者
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
い
る
。
彼
ら
も
最
初

は
新
人
研
修
を
受
け
、
今
も
各
種
研
修
制
度
を

活
用
し
て
い
る
。

日
電
協
は
研
修
制
度
が
充
実

日電協の活動報告と会員の募集を行うサイト。仕事内容、
研修制度など詳細な情報が掲載されている。

１１月初旬までに９出展
　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
２

０
１
４
年
の
７
月
か
ら
11

月
初
旬
に
か
け
て
、
９
つ

の
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
で

企
業
ブ
ー
ス
の
出
展
を
計

画
し
て
い
る
。

　

主
力
商
品
で
あ
る
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
や
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
展
示
の
ほ

か
、
展
示
会
に
よ
っ
て
は

効
果
的
な
省
エ
ネ
活
動
に

役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
も
開
く

予
定
。
い
ず
れ
の
会
場
で

も
、笑
顔
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

日
本
テ
ク
ノ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
く
れ
る
。

サイトでは会員の生の声も紹介

200回突破!
５年目突入!!

　

日
本
テ
ク
ノ
が
提
供
す
る

テ
レ
ビ
番
組
「
省
エ
ネ
の
達

人
『
企
業
編
』」（
Ｂ
Ｓ
ジ
ャ

パ
ン
に
て
毎
週
水
曜
夜
９
時

54
分
か
ら
放
映
中
）
が
２
０

１
４
年
４
月
30
日
で
、
放
送

２
０
０
回
を
迎
え
た
。
さ
ら

に
こ
の
７
月
で
、
放
送
開
始

か
ら
５
年
目
に
突
入
。
視
聴

者
の
人
気
に
支
え
ら
れ
た
長

寿
番
組
に
な
っ
て
い
る
。

　

番
組
で
は
２
０
１
０
年
７

月
の
放
送
開
始
以
来
、
全
国

各
地
で
省
エ
ネ
活
動
に
取
り

組
む
企
業
を
取
材
。
こ
れ
ま

で
30
以
上
の
都
道
府
県
を
訪

れ
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
す
達

人
た
ち
の
省
エ
ネ
術
を
紹
介

し
て
き
た
。
そ
の
功
績
は
高

く
評
価
さ
れ
、
日
本
民
間
放

送
連
盟
発
表
の
「
青
少
年
に

見
て
も
ら
い
た
い
番
組
」
に

Ｂ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
過
去
３

度
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
業

を
訪
れ
、
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
予
定
。
小
さ
な
工
夫
が

大
き
な
効
果
を
生
ん
で
会
社

の
文
化
と
し
て
定
着
し
た
運

用
改
善
、
大
幅
な
削
減
に
つ

な
が
っ
た
設
備
改
善
、
社
員

の
意
識
改
善
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
相
乗
効
果
な
ど
世

に
広
め
る
べ
き
省
エ
ネ
の
ワ

ザ
を
発
掘
し
て
い
く
。

起工式で鍬入れを行う馬本英一社長。

参列者は約80名。盛大な起工式になった。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
主
力
商
品
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
」
の
オ
プ
シ
ョ
ン

と
し
て
好
評
を
博
し
て
い
る
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
に
、
い
く
つ
か
の
新
た
な
機
能

が
追
加
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
主
だ

っ
た
２
つ
の
追
加
機
能
を
紹
介
し
よ
う
。

　

ま
ず
は
、
ス
マ
ク
ロ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

フ
レ
ー
ム
。
新
し
い
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 
Ｃ
Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ｋ
の
付
属
品
と
し
て
提
供
さ
れ
る
。
電
力

使
用
量
の
目
標
設
定
な
ど
を
行
う
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

モ
ニ
タ
ー
を
設
置
す
る
た
め
の
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
な
フ
レ
ー
ム
だ
。
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
と
同
じ
色
彩
で
、
透
明
の
ア
ク
リ
ル

板
が
点
灯
。
青
や
緑
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

な
ら
電
力
使
用
量
に
余
裕
が
あ
り
、
赤
い
点

灯
は
注
意
。
ひ
と
目
で
理
解
で
き
る
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
表
示
と
同
一
だ
。

　

も
う
一
つ
は
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ

Ｋ
本
体
の
追
加
機
能
。
時
計
文
字
盤
の
中
央

下
部
に
、
そ
の
場
所
の
温
度
と
湿
度
が
表
示

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
空
調
で
設
定
す
る

温
度
と
実
際
の
室
温
は
異
な
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
温
度
計
や
湿
度
計
を
別
途
用
意
し
、

空
調
の
温
度
管
理
に
役
立
て
て
い
る
企
業
は

多
い
。
そ
れ
が
い
つ
も
目
に
す
る
時
計
と
一

体
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
空
調
管
理
も
た
や
す

く
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、電
気
の
使
用
状
況
は
、

時
計
の
周
囲
に
あ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示
に
よ
っ
て

示
さ
れ
る
の
で
、「
見
え
る
化
」
に
よ
る
省

エ
ネ
活
動
は
潤
滑
に
進
め
ら
れ
る
。　

《
都
合
に
よ
り
今
号
の
「
で
ん
で
ん
・
み
と
情
報
」
は
お
休
み
し
ま
す
》

8
面
「
環
境
問
題
常
識
テ
ス
ト
」
の
答
え 

◎ 

Ｑ
１
：
d 

／ 

Ｑ
２
：
b 

／ 

Ｑ
３
：
a 

／ 

Ｑ
４
：
c 

●
日
ご
ろ
の
仕
事
ぶ
り
は
？

　

45
件
の
お
客
様
を
受
け
持
っ

て
い
ま
す
。
月
初
か
ら
一
気
に

月
次
点
検
を
す
る
の
が
通
常
の

パ
タ
ー
ン
で
す
。
件
数
が
増
え

る
と
年
次
点
検
が
大
変
に
な
り

ま
す
が
、
所
属
グ
ル
ー
プ
の
仲

間
と
協
力
し
合
っ
て
お
互
い
の

物
件
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。
現

場
に
行
か
な
い
日
は
年
次
点
検

の
報
告
書
を
作
成
し
た
り
、
お

客
様
や
電
力
会
社
と
の
や
り
取

り
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
何
だ

か
ん
だ
で
月
20
日
く
ら
い
は
仕

事
を
し
て
い
ま
す
ね
。

　

２
０
０
８
年
12
月
入
会

郡
山
グ
ル
ー
プ 

佐
藤
喜
澄
さ
ん

　

２
０
１
４
年
４
月
、
来
春
に
運
転

開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
日
本
テ

ク
ノ
上
越
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
」
の
起

工
式
が
行
わ
れ
た
。
場
所
は
、
新
潟

県
上
越
市
に
あ
る
南
部
産
業
団
地
内

の
建
設
予
定
地
。

　

日
本
テ
ク
ノ
か
ら
の
参
列
者
は
馬

本
英
一
社
長
を
は
じ
め
全
役
員
お
よ

び
各
部
長
。
施
工
者
側
か
ら
は
川
崎

重
工
業 

株
式
会
社
・
代
表
取
締
役

常
務
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
・
機
械
カ
ン
パ

ニ
ー
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
井
城
譲
治
氏

や
株
式
会
社 

大
林
組
取
締
役
専
務

執
行
役
員
建
築
本
部
長
の
杉
山
直
氏

ほ
か
多
数
。
来
賓
に
は
、
上
越
市
長

の
村
山
秀
幸
氏
、
新
潟
県
企
業
局
長

の
早
福
弘
氏
ら
。
総
勢
約
80
名
の
盛

大
な
式
に
な
っ
た
。

　

上
越
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
は
袖
ケ
浦

グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
に
続
く
日
本
テ
ク

ノ
の
第
２
の
自
社
発
電
所
。
発
電
所

の
規
模
は
袖
ケ
浦
と
同
等
の
11
万
㌔

㍗
級
。「
カ
ワ
サ
キ
グ
リ
ー
ン
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
」
14
基
で
構
成
さ
れ
る
天

然
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
発
電
所
だ
。

２
０
１
５
年
春
の
運
転
開
始
の
同
時

期
に
は
北
陸
新
幹
線
の
開
業
も
予
定

さ
れ
て
お
り
、
新
し
く
で
き
る
上
越

妙
高
駅
か
ら
自
動
車
で
20
分
の
ア
ク

セ
ス
に
な
る
。

　

馬
本
社
長
は
式
の
あ
い
さ
つ
で

「
来
年
は
日
本
テ
ク
ノ
設
立
20
周
年

で
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝
を
忘

れ
ず
に
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
上
越
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー

上越グリーンパワー来春の始動へ

の
完
成
も
楽
し
み
で
あ
り
、
桜
の
咲

く
こ
ろ
に
竣
工
式
が
で
き
る
よ
う

に
、
み
な
さ
ま
の
安
全
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

上
越
市
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
企
業

の
誘
致
を
進
め
て
お
り
、
今
回
の
発

電
所
建
設
は
市
の
要
望
に
も
か
な
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
村
山
市
長
は
、「
日

本
テ
ク
ノ
の
進
出
は
、
こ
の
地
域
に

お
け
る
活
性
化
と
さ
ら
な
る
発
展
に

つ
な
が
る
も
の
」
で
あ
る
と
来
賓
の

あ
い
さ
つ
で
語
っ
た
。
な
お
、
発
電

所
で
稼
働
す
る
予
定
の
カ
ワ
サ
キ
グ

リ
ー
ン
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
は
、
過
去
に

こ
の
上
越
市
で
実
証
実
験
を
行
っ
て

い
た
。
そ
の
際
は
１
基
だ
っ
た
発
電

機
が
、
性
能
を
ア
ッ
プ
し
て
14
基
に

な
り
、
来
春
、
運
転
を
始
め
る
。

自
社
第
２
発
電
所
起
工

GreenPower

２
０
０
回
目
は
東
京
都
品
川

区
の
「
株
式
会
社 

東
京
藤

屋 

き
も
の
レ
デ
ィ
着
付
学
院
」

の
省
エ
ネ
術
を
紹
介
。

展示会名称 主　催 日　程 開催地 場　所

「しがぎん」エコビジネスマッチングフェア2014 株式会社 滋賀銀行ほか 7/3（木） 滋賀 琵琶湖ホテル

第８回ビジネスマッチングフェア in Hamamatsu 2014 浜松商工会議所ほか 7/23（水）～ 7/24（木） 静岡 アクトシティ浜松　展示イベントホール

第1回九州保育三団体研究大会 九州保育三団体協議会ほか 7/23（水）～ 7/25（金） 福岡 ヒルトン福岡シーホーク

福岡レジャーホテルEXPO 一般社団法人 九州ホテル協会 9/9（火）～ 9/11（木） 福岡 ソラリアステージ6階　西鉄ホール

エコテクノ2014 北九州市ほか 10/8（水）～10/10（金） 福岡 西日本総合展示場 新館

第40回外食産業フェア 外食産業フェア協議会 10/14（火）～10/16（木） 愛知 名古屋市中小企業振興会館　吹上ホール

びわ湖環境ビジネスメッセ2014 びわ湖環境ビジネスメッセ
実行委員会 10/22（水）～10/24（金） 滋賀 滋賀県立長浜ドーム

［九州］外食ビジネスウィーク2014 ［九州］外食ビジネスウィーク
2014実行委員会 10/28（火）～10/30（木） 福岡 マリンメッセ福岡

メッセナゴヤ2014 メッセナゴヤ実行委員会 11/5（水）～ 11/8（土） 愛知 ポートメッセなごや

展
示
会

Active Life 日電協日本テクノ協力会・日電協情報

新人研修の1コマ。研修は全3日の日程。
1日目は「日本テクノ協力会・日電協とは」
などの基本的な概要説明。2日目には「Ｅ
Ｓシステム機能説明」など主に技術関連
の講習。3日目は「点検実技講習」で、
講習用の電気設備を使用する。写真はそ
の実技講習で測定器を使ったときの様子。

その他のセミナーや特典
日電協のウェブサイト

http://www.812499.jp/job/

●電気に関する最新技術の動向や基本知識の
再確認など、時節に応じた技術セミナーを隔
月で開催。

●現場・研修施設を使った技術講習を必要に応
じて随時開催。測定器の操作方法やその他
検査機器の使い方などを確認できる。

●相模原にあるソーラーパワービルには民間で
は最大級の実習設備があり、現場を再現し
た通電状態での実地研修も可能。こうした
模擬版キュービクルは全国主要拠点に保有。

モニターにイルミネーション
時計に温度と湿度表示

イルミネーションフレームは壁に固定するほかスタンド方式でも使用できる。

モニターにイルミネーション
時計に温度と湿度表示

温度と湿度の表示が加わ
ったことで、空調の温度
設定もしやすくなった。

ス
マ
ク
ロ
刷
新

新　商　品

http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/
http://www.n-techno.co.jp/company/sodegaura.html
http://www.n-techno.co.jp/news/events/index.html
https://www.nichidenkyo.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
http://www.eco-tenant.jp/
http://www.nt-e.jp/
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東京・台東区 ◎ 梅田ビル

　

東
京
都
台
東
区
に
あ
る
梅
田

ビ
ル
。
オ
ー
ナ
ー
は
同
ビ
ル
地

下
１
階
に
本
社
工
場
を
構
え
る

有
限
会
社 

寿
シ
ー
ル
印
刷
の

代
表
取
締
役
・
梅
田
隆
一
さ
ん
。

創
業
65
年
の
同
社
。
シ
ー
ル
制

作
ひ
と
筋
で
、
こ
れ
ま
で
の
納

品
実
績
は
商
品
ラ
ベ
ル
や
ロ
ゴ

シ
ー
ル
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
用
シ
ー

ル
な
ど
５
万
件
以
上
に
な
る
。

年
間
約
２
５
０
０
種
類
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
職
人
の
技

術
力
を
持
つ
企
業
だ
。

　

１
９
９
０
年
、
以
前
あ
っ
た

工
場
の
敷
地
に
自
治
体
の
施
設

が
建
つ
こ
と
に
な
り
、
移
転
先

と
し
て
現
在
の
ビ
ル
を
新
設
し

た
。
地
上
５
階
、
地
下
１
階
。

う
ち
１
〜
３
階
を
各
フ
ロ
ア
２

つ
の
事
務
所
に
賃
貸
し
、
４
階

と
５
階
は
梅
田
さ
ん
家
族
が
自

宅
と
し
て
使
用
す
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
始
め
た
の
は
約
10
年

前
。
そ
の
際
は
24
時
間
常
時
監

視
機
能
の
安
心
感
な
ど
に
魅
力

を
感
じ
採
用
を
決
め
た
。

　

続
く
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
導
入

は
２
０
１
２
年
８
月
。
梅
田
さ

ん
は
当
時
の
状
況
を
「
東
日
本

大
震
災
後
に
電
力
不
足
が
騒
が

れ
、
節
電
を
気
に
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
テ
ナ
ン
ト

さ
ん
が
入
っ
て
い
る
ビ
ル
な
の

で
、
省
エ
ネ
の
成
果
が
見
え
に

く
か
っ
た
」
と
話
す
。
電
気
料

金
値
上
げ
の
知
ら
せ
が
入
り
、

契約電力の明確化で省エネ活動に弾み
自社ビルの一部を賃貸するエコテナントユーザーの取り組み

山梨県上野原市 ◎ 有限会社昭和電子

　

山
梨
県
上
野
原
市
の
有
限
会

社 

昭
和
電
子
は
船
舶
用
機
器

や
医
療
用
機
器
の
組
立
て
生
産

な
ど
を
行
う
企
業
。
十
数
年
前

に
日
本
テ
ク
ノ
の「
見
え
る
化
」

シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
２
０
１
４

年
３
月
に
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ

の
提
案
す
る
最
新
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
を
導
入
し
た
。

　
「
従
業
員
の
努
力
で
電
気
代

は
毎
年
削
減
で
き
て
い
ま
す
。

消
費
電
力
の
数
値
や
電
気
代
の

情
報
を
共
有
し
て
い
る
の
で
省

エ
ネ
意
識
も
高
い
。
削
減
し
た

ぶ
ん
は
従
業
員
へ
還
元
し
て
い

ま
す
」
と
語
る
の
は
代
表
取
締

役
の
加
藤
史
さ
ん
。

　

総
面
積
約
５
０
０
平
方
㍍
の

建
物
に
は
２
６
５
本
の
蛍
光
灯

が
あ
り
、
工
場
で
は
手
元
照
明

を
併
用
す
る
な
ど
工
夫
し
な
が

ら
ム
ダ
な
電
気
は
消
す
よ
う
に

し
て
い
る
。
し
か
し
場
所
に
よ

っ
て
は
20
時
間
点
灯
し
続
け
る

箇
所
も
あ
る
。
そ
れ
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
す
れ
ば
さ
ら
に
消
費
電
力
が

削
減
で
き
る
と
考
え
、
日
本
テ

ク
ノ
エ
ン
ジ
に
相
談
し
た
。

　
「
い
つ
も
そ
う
で
す
が
、
今

回
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
も
よ
い
提
案
で
し

た
。
先
進
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
、

明
る
さ
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま

せ
ん
」
と
加
藤
さ
ん
。
今
ま
で

は
蛍
光
灯
の
消
耗
で
明
る
さ
に

最新のLED照明を導入した工場内。明るさのばらつきもなくなった。

代表取締役の梅田隆一さん。

各
テ
ナ
ン
ト
に
ど
の
よ
う
に
説

明
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
て
い
る

時
期
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
懸
念
を
解
消
し
た

の
が
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
だ
っ
た
。

電
気
料
金
の
計
算
は
日
本
テ
ク

ノ
が
代
行
し
、
導
入
前
に
各
テ

ナ
ン
ト
へ
新
し
い
料
金
体
系
を

説
明
し
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
は

基
本
料
金
（
契
約
電
力
）
も
各

テ
ナ
ン
ト
ご
と
に
算
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
通
常
、
契
約
電

力
は
ビ
ル
全
体
の
ピ
ー
ク
電
力

で
決
ま
る
。
そ
の
場
合
、
一
つ

の
テ
ナ
ン
ト
の
過
剰
な
電
気
使

用
が
全
体
の
ピ
ー
ク
を
押
し
上

げ
る
可
能
性
も
あ
り
、
そ
う
し

て
増
加
し
た
基
本
料
金
も
ビ
ル

全
体
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
よ
う

に
各
自
の
契
約
電
力
が
設
定
さ

れ
れ
ば
、
省
エ
ネ
活
動
の
成
果

も
個
別
に
は
っ
き
り
す
る
。

　
「
自
社
の
基
本
料
金
が
わ
か

り
、
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
省

エ
ネ
の
方
法
も
ず
い
ぶ
ん
勉
強

し
て
い
ま
す
。
シ
フ
ト
を
ず
ら

し
て
３
台
あ
る
印
刷
機
を
同
時

稼
働
し
な
い
と
か
、
エ
ア
コ
ン

の
代
わ
り
に
冷
風
機
を
導
入
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
」
と
梅
田
さ
ん
。
契
約
電

力
の
「
見
え
る
化
」
が
省
エ
ネ

活
動
を
促
進
さ
せ
て
い
る
。

こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
ず
開
け
放
っ
た
の
は

屋
根
裏
の
窓
。
次
に
２
階

の
天
井
に
設
置
さ
れ
て
い

る
屋
根
裏
へ
上
が
る
出
入

口
。
こ
れ
で
屋
根
裏
の
窓

か
ら
入
っ
た
風
が
２
階
部

分
に
流
れ
込
む
。
さ
ら
に

そ
の
風
は
、
吹
き
抜
け
に

な
っ
て
い
る
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
か
ら
下
方
向
の
１
階
に

流
れ
て
い
く
。
最
後
に
玄

関
の
ド
ア
を
開
け
れ
ば
、

風
の
通
り
道
が
で
き
る
。

さ
わ
や
か
な
風
が
、
屋
根

裏
、
２
階
、
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
、
１
階
、
玄
関
の
順
に

通
り
過
ぎ
て
い
く
。

　

ほ
か
に
も
不
要
な
照
明

の
消
灯
を
徹
底
す
る
な
ど

省
エ
ネ
活
動
を
行
い
、
約

36
％
の
電
力
使
用
量
を
削

減
し
て
い
る
。

「ゆにガーデン」
シャボン玉、飛んだ！ 風の流れで建物を涼しく保つ

【第 159回】2013 年 7月17日放送分
　

廊
下
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

に
あ
っ
た
冷
房
10
台
の
稼

働
を
止
め
、
そ
れ
で
も
建

物
内
を
涼
し
く
保
て
る
省

エ
ネ
の
ワ
ザ
│
│
そ
れ
を

実
践
し
て
い
る
の
が
、
北

海
道
夕
張
郡
に
あ
る
「
ゆ

に
ガ
ー
デ
ン
」
だ
。

　

使
用
し
た
の
は
自
然
の

風
。
風
の
流
れ
を
施
設
内

に
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
で

前
年
ま
で
使
用
が
欠
か
せ

な
か
っ
た
冷
房
を
止
め
る

冷房を止め自然の風を

ア
を
組
み
合
わ
せ
て
、
設

定
温
度
が
高
く
て
も
室
温

の
上
昇
を
防
い
で
い
る
。

　

実
施
し
て
い
る
主
な
取

り
組
み
は
次
の
６
つ
。
①

従
業
員
全
員
に
１
人
１
台

の
扇
風
機
を
支
給
②
エ
ア

コ
ン
の
吹
き
出
し
口
に
風

向
き
調
整
器
具
を
設
置
③

入
口
ド
ア
上
の
ガ
ラ
ス
部

分
に
黒
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

貼
り
、
直
射
日
光
を
防
ぐ

④
入
口
ド
ア
の
大
き
な
ガ

ラ
ス
に
は
遮
光
フ
ィ
ル
ム

を
貼
り
、
景
観
を
保
ち
な

が
ら
熱
を
遮
断
⑤
２
階
入

口
に
ド
ア
を
設
置
し
、
１

階
か
ら
上
が
っ
て
く
る
熱

を
防
ぐ
⑥
窓
に
段
ボ
ー
ル

で
つ
く
っ
た
日
よ
け
を
設

置
│
│
皆
で
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
省
エ
ネ
意
識

も
高
ま
っ
た
。

「株式会社 コンパス」
扇風機は一人一台！　室温上昇を防ぐ6つのアイデア

【第 164回】2013 年 8月21日放送分
　

冷
房
の
温
度
設
定
の
ル

ー
ル
を
数
値
で
掲
げ
、
実

施
し
て
み
る
と
、
作
業
現

場
か
ら
「
暑
い
」
の
ク
レ

ー
ム
が
続
出
。
そ
ん
な
企

業
は
少
な
く
な
い
。
そ
こ

で
ル
ー
ル
を
見
直
す
か
、

変
え
ず
に
工
夫
を
こ
ら
し

て
乗
り
切
る
か
で
省
エ
ネ

活
動
の
成
否
は
分
か
れ

る
。
大
阪
府
大
阪
市
に
あ

る
株
式
会
社 

コ
ン
パ
ス

は
後
者
。
複
数
の
ア
イ
デ

高めの温度設定でも工夫で涼しく

ー
ス
を
全
部
使
っ
て
机
を

配
置
し
、
３
台
の
エ
ア
コ

ン
を
稼
働
さ
せ
て
い
た
。

そ
れ
を
半
分
ず
つ
の
エ
リ

ア
に
し
て
、
中
央
に
透
明

の
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
を

設
置
し
て
区
切
っ
た
。
透

明
の
カ
ー
テ
ン
に
し
た
の

は
、
室
内
全
体
が
見
渡
せ

圧
迫
感
を
与
え
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
だ
。

　

半
分
の
エ
リ
ア
の
う
ち

２
台
の
エ
ア
コ
ン
が
あ
る

場
所
に
机
を
集
め
、
そ
こ

を
作
業
ス
ペ
ー
ス
に
し

た
。
す
る
と
、
以
前
は
３

台
稼
働
し
て
も
、
効
き
が

悪
か
っ
た
冷
房
が
、
２
台

の
稼
働
だ
け
で
十
分
快
適

な
室
温
を
つ
く
り
出
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
２
台
の
設
定
温
度
は
以

前
の
ま
ま
だ
。

「株式会社 河村樹脂工業所」
作業エリアを分けてエアコンを稼働！ 高効率のカギは“透明のマジック”

【第 171回】2013 年 10月9日放送分
　

快
適
な
室
温
を
保
ち
な

が
ら
省
エ
ネ
を
実
現
し
て

い
く
│
│
そ
ん
な
難
し
い

課
題
に
挑
戦
す
る
に
は
、

と
き
に
大
胆
な
発
想
が
必

要
に
な
る
。
神
奈
川
県
横

浜
市
に
あ
る
株
式
会
社 

河
村
樹
脂
工
業
所
は
、
そ

の
課
題
を
作
業
ス
ペ
ー
ス

の
大
幅
な
レ
イ
ア
ウ
ト
変

更
と
い
う
方
法
で
乗
り
越

え
た
。

　

以
前
は
作
業
場
の
ス
ペ

ビニールカーテンで空調効率化

番組バックナンバー配信中
http://eco-tatsujin.jp/

身近になったＬＥＤ照明で省エネへ
使いやすさと大きなコストパフォーマンス

技術者をたずねて技術者をたずねて

エコテナントユーザーレポートエコテナントユーザーレポート

に
つ
け
て
い
た
。
こ
の
と

き
設
定
温
度
は
低
め
の
22

℃
。
そ
の
ま
ま
授
業
を
進

め
室
温
が
低
く
な
っ
た
と

こ
ろ
で
、
26
℃
に
設
定
変

更
す
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ

だ
と
、
室
温
を
下
げ
る
た

め
の
時
間
が
長
く
な
る
。

　

そ
こ
で
、
授
業
が
始
ま

る
30
分
前
に
26
℃
で
稼
働

さ
せ
、
設
定
温
度
は
そ
の

ま
ま
維
持
す
る
こ
と
に
し

た
。
こ
れ
な
ら
エ
ア
コ
ン

の
稼
働
時
間
は
30
分
長
く

な
る
が
、
室
温
を
下
げ
る

た
め
の
電
力
が
小
さ
い
の

で
合
計
の
消
費
電
力
は
少

な
く
で
き
る
。

　

電
力
の
消
費
を
抑
え
ら

れ
、
授
業
の
始
ま
る
前
か

ら
涼
し
い
教
室
に
し
て
お

け
る
。
快
適
性
と
省
エ
ネ

が
両
立
で
き
た
。

「株式会社 東京藤屋 きものレディ着付学院」
30分前の省エネ対策！ 早め早めの行動で快適な環境を実現

【第 200回】2014 年 4月30日放送分
　

エ
ア
コ
ン
の
冷
房
は
、

室
温
を
維
持
す
る
と
き
よ

り
も
、
室
温
を
下
げ
る
と

き
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
電

力
の
消
費
量
が
多
く
な

る
。
そ
の
特
性
に
着
目
し

快
適
な
省
エ
ネ
を
実
現
し

て
い
る
の
が
、
東
京
都
品

川
区
に
あ
る
株
式
会
社 

東
京
藤
屋 

き
も
の
レ
デ

ィ
着
付
学
院
だ
。

　

以
前
は
着
付
け
教
室
の

冷
房
を
生
徒
が
来
る
直
前

事前稼働で快適な省エネ

企業と電気をつなぐ「省エネの達人」に学ぶエコノウハウ

省エネ設備導入事例省エネ設備導入事例

ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
精
密
な
作

業
を
行
う
従
業
員
の
ス
ト
レ
ス

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

今
回
導
入
し
た
の
は
グ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
製
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ベ
ー
ス

ラ
イ
ト
。
器
具
本
体
か
ら
照
明

部
分
だ
け
取
り
外
し
で
き
る
た

め
交
換
な
ど
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も

容
易
で
、
日
本
照
明
器
具
工
業

会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ
た

国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
明
る

さ
・
色
の
性
能
を
持
つ
。

　
「
導
入
後
す
ぐ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
モ

ニ
タ
ー
の
デ
マ
ン
ド
値
が
大
幅

に
下
が
り
ま
し
た
。
約
10
年
の

長
い
寿
命
も
う
れ
し
く
、
導
入

費
用
も
満
足
の
い
く
価
格
で
し

た
」
と
加
藤
さ
ん
は
笑
顔
で
語

る
。
今
回
の
入
れ
替
え
で
見
込

ま
れ
る
照
明
の
消
費
電
力
削
減

率
は
約
56
％
。
契
約
電
力
の
抑

制
も
期
待
で
き
る
。
優
位
な
価

格
競
争
力
を
誇
る
日
本
テ
ク
ノ

エ
ン
ジ
か
ら
の
購
入
で
初
期
費

用
も
抑
え
ら
れ
短
期
間
で
の
償

却
も
可
能
に
な
っ
た
。

　
「
い
つ
も
念
頭
に
あ
る
の
は

お
客
様
へ
の
支
援
で
す
。
今
回

も
よ
り
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
提

供
す
る
た
め
価
格
や
性
能
面
で

最
大
限
の
努
力
を
し
ま
し
た
」

と
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
の
担
当

者
は
話
す
。
加
藤
さ
ん
も
「
必

要
な
と
き
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
親

身
に
対
応
し
て
く
れ
る
。
よ
い

関
係
で
す
」
と
評
価
。
こ
れ
か

ら
も
日
本
テ
ク
ノ
と
と
も
に
省

エ
ネ
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

　BS ジャパン（BS デジタル 7ch テレビ東京系）
にて毎週水曜夜 9 時 54 分から放映中の「省エネ
の達人『企業編』」。この番組で紹介されたエコノ
ウハウをここで紹介していこう。今回はエアコン
の使い方など温度管理に工夫をこらす取り組み
をピックアップした。下に掲載した４回分も含
め、過去の放送を再生できるウェブサイトもある。
URL は左記。誰でも無料で閲覧可能だ。

代表取締役の加藤史さん（左）と日本
テクノエンジの中村友裕。

日本テクノ協力会・日電協 苫小牧01グループ ◎ 高桑貞繁さん

株式会社 篠田自工・専務取締役
の篠田知幸さん（左）と。

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
喜
び
に

な
っ
て
い
ま
す
」。

　

高
桑
さ
ん
が
担
当
す
る
株
式
会

社 

篠
田
自
工
は
、
約
４
０
０
０

坪
の
広
大
な
敷
地
に
工
場
を
構

え
、
主
に
大
型
車
の
車
検
・
整
備

や
板
金
塗
装
を
行
う
地
元
の
老
舗

企
業
。
専
務
取
締
役
の
篠
田
知
幸

さ
ん
は
、「
高
桑
さ
ん
は
責
任
感

の
か
た
ま
り
の
よ
う
な
方
で
す
。

担
当
し
て
い
た
だ
い
て
間
も
な
い

こ
ろ
、
漏
電
警
報
に
対
し
て
す
ぐ

に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
24

時
間
監
視
装
置
の
ほ
か
に
も
、
常

に
気
を
配
っ
て
も
ら
え
る
技
術
者

が
近
く
に
い
る
の
は
、
何
も
の
に

も
変
え
が
た
い
安
心
感
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
担
当
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
信
頼
を
寄
せ

る
。
同
社
も
車
両
の
安
全
を
守
る

企
業
だ
け
に
、
高
桑
さ
ん
の
仕
事

ぶ
り
に
共
感
す
る
部
分
も
多
い
と

い
う
。

　

日
電
協
で
の
仕
事
に
つ
い
て
高

桑
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
の
経
験

が
生
か
せ
る
場
所
で
あ
り
な
が

ら
、
技
術
者
と
し
て
新
た
な
発
見

が
で
き
、
日
々
成
長
を
実
感
で
き

ま
す
。
電
気
設
備
に
か
か
わ
る
こ

と
が
人
生
の
一
部
に
な
っ
て
い
る

私
に
と
っ
て
最
高
の
環
境
で
す
。

さ
ら
に
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
仕
事

で
す
の
で
、
言
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
」。
電
気
設
備
の
安
全
を
思

う
純
粋
な
気
持
ち
が
、
お
客
様
へ

の
安
心
感
に
つ
な
が
り
、
良
好
な

関
係
が
築
か
れ
る
の
だ
ろ
う
。

　

２
０
０
８
年
３
月
に
日
本
テ
ク

ノ
協
力
会
・
日
電
協
（
以
下
、
日

電
協
）
に
入
会
し
、
苫
小
牧
01
グ

ル
ー
プ
に
所
属
す
る
高
桑
貞
繁
さ

ん
。入
会
前
は
電
力
会
社
に
勤
め
、

発
電
所
や
変
電
所
の
管
理
業
務
を

担
当
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
会
社

へ
の
出
向
を
経
て
63
歳
で
退
職
す

る
ま
で
一
貫
し
て
電
気
設
備
関
連

の
業
務
に
従
事
し
て
き
た
。
そ
れ

だ
け
に
電
気
の
安
全
に
は
強
い
思

い
が
あ
る
。「
業
務
上
、
最
も
大

切
に
し
て
い
る
の
は
、
誠
意
を
持

っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
す
。
電
気

主
任
技
術
者
と
し
て
で
き
る
範
囲

の
こ
と
は
、
す
べ
て
行
う
心
構
え

で
い
ま
す
」。

　

そ
ん
な
電
気
ひ
と
筋
の
高
桑
さ

ん
に
と
っ
て
も
、
日
電
協
で
の
業

務
に
は
ま
た
新
た
な
楽
し
み
が 

あ
る
と
い
う
。「
以
前
管
理
し
て

い
た
の
は
自
社
の
電
気
設
備
、
今

は
お
客
様
が
所
有
す
る
設
備
で

す
。
担
当
の
方
が
電
気
の
知
識
を

持
っ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の

で
、
設
備
が
ど
う
い
う
状
況
な
の

か
を
、
知
識
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
ご
理
解
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
誠
意
を
尽
く
し
て
丁
寧

に
説
明
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
良
好
な
関
係

電気設備に関わることが人生の一部

「経験を生かしながら、日々成長を実感」

有限会社 寿シール印刷
http://www.kotobuki-seal.co.jp/
東京都台東区松が谷1-1-6
TEL 03（3841）1093
FAX 03（3847）2826
代表者●梅田隆一
設立●1948 年
業務内容●
シール・ラベルなどの印刷

https://www.nichidenkyo.jp/report/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20130717.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20130821.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20131009.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20140430.html
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.nt-e.jp/
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導入事例

SMARTMETER ＥＲＩＡ

ＥＲＩＡ＆ ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ

※「SMARTMETER」「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ」は日本テクノ（株）の登録商標です。
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神
奈
川
県
横
浜
市
に
あ
る

株
式
会
社 

横
浜
貿
易
倉
庫 

大
黒
ふ
頭
営
業
所
。
取
り
扱

う
品
は
、
主
に
脱
脂
粉
乳
な

ど
の
粉
製
品
だ
。
倉
庫
内
は

品
質
維
持
の
た
め
、
空
調
の

使
用
が
欠
か
せ
な
い
。
室
温

は
常
に
16
〜
18
℃
に
保
っ
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

　

取
締
役
営
業
部
長
で
あ
り

所
長
も
兼
任
す
る
猪
野
澄
雄

さ
ん
は
「
品
質
管
理
が
優
先

で
空
調
稼
働
は
聖
域
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
１
、

２
階
に
４
基
ず
つ
合
計
８
基

の
空
調
す
べ
て
が
、
フ
ル
回

転
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
」
と
考
え
た
。

　

そ
こ
で
猪
野
さ
ん
は
、
実

測
調
査
を
行
う
。
倉
庫
内
の

各
階
４
カ
所
に
温
度
計
を
設

使
用
し
て
い
る
。

　

空
調
稼
働
の
改
善
に
成
功

し
た
猪
野
さ
ん
は
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
や
垂
直
搬
送
機
の
稼

働
に
も
目
を
向
け
た
。
稼
働

回
数
を
減
ら
し
効
率
的
に
使

う
た
め
、
１
回
ご
と
の
利
用

は
で
き
る
だ
け
多
く
の
貨
物

を
積
む
よ
う
に
し
た
。
少
量

の
場
合
は
、
時
間
的
に
余
裕

が
あ
れ
ば
、
積
み
込
み
口
に

一
時
仮
置
き
し
て
、
他
の
貨

物
と
一
緒
に
運
ぶ
。
そ
の
ほ

か
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
移
動

距
離
短
縮
、
不
要
な
照
明
の

消
灯
な
ど
多
様
な
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
る
。

室
温
の
実
測
調
査
で

適
切
な
空
調
台
数
が
判
明

効
率
化
は
他
の
機
器
に
も

神奈川県横浜市鶴見区大黒ふ頭19
TEL　045（505）0801
設立 ● 1896年7月
従業員数 ● 20名
事業内容 ● 倉庫業

株
式
会
社
横
浜
貿
易
倉
庫 

大
黒
ふ
頭
営
業
所

置
し
て
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に

細
か
く
記
録
。
空
調
の
電
源

を
切
る
こ
と
に
よ
る
温
度
変

化
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
慎

重
に
調
査
し
た
。

　

１
基
ず
つ
電
源
を
切
り
、

そ
の
度
に
す
べ
て
の
温
度
計

を
確
認
し
て
回
る
。
そ
う
し

た
作
業
を
繰
り
返
し
、
最
終

的
に
は
各
階
２
基
、
合
計
４

基
の
稼
働
だ
け
で
、
問
題
な

く
管
理
規
定
を
ク
リ
ア
で
き

る
18
℃
に
保
て
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
今
で
は
、
連
続
稼

働
に
よ
る
劣
化
の
偏
り
を
な

く
す
た
め
１
カ
月
ご
と
に
稼

働
す
る
空
調
を
切
り
替
え
て

スリーケ

横浜貿易倉庫 大黒ふ頭営業所チクマピーディー広島博多鉄板じゅん

坂製作所
ジェームスみゆきが原店

エネジン

あぶらや燈千

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

株式会社横浜貿易倉庫 大黒ふ頭営業所

39.5%29.3% 削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

　
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
」
は
全
国

に
90
店
舗
を
展
開
す
る
カ
ー

用
品
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

店
。
栃
木
県
宇
都
宮
市
に
あ

る
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
み
ゆ
き
が

原
店
」
の
店
長
は
行
動
派
の

田
辺
康
之
さ
ん
。
日
本
テ
ク

ノ
の
営
業
担
当
か
ら
契
約
電

力
の
仕
組
み
を
聞
き
、
そ
れ

な
ら
ば
と
、
自
ら
動
い
て
み

た
。
開
店
前
ま
ず
コ
ン
プ
レ

ッ
サ
ー
を
稼
働
。
そ
の
30
分

後
に
空
調
を
入
れ
始
め
る
。

一
度
に
使
う
電
気
を
減
ら
す

た
め
一
日
中
走
り
回
っ
た
。

　
「
で
も
本
来
の
仕
事
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
や
は

り
手
探
り
は
限
界
が
あ
る
。

〝
見
え
る
〞
か
ら
で
き
る
の

だ
と
実
感
し
ま
し
た
」。
そ

う
し
て
２
０
１
２
年
10
月
、 

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
導
入
し
た
。

　

ま
ず
デ
マ
ン
ド
を
抑
え
る

意
味
を
朝
礼
で
話
す
。
ど
ん

な
話
も
相
手
の
関
心
事
に
置

き
換
え
て
話
す
の
を
心
掛
け

る
田
辺
さ
ん
。「
少
し
の
間

の
我
慢
で
繁
忙
期
に
臨
時
社

員
を
雇
え
る
」
と
理
解
を
促

す
呼
び
掛
け
を
し
た
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
ア
ラ
ー
ム
は

全
従
業
員
に
イ
ン
カ
ム
で
伝

達
。
優
先
順
位
を
決
め
て
電

源
を
切
っ
て
い
く
。
ま
た
、

田
辺
さ
ん
自
身
が
店
内
を
回

り
、
体
感
す
る
温
度
を
見
極

め
な
が
ら
設
定
温
度
の
調
整

を
進
め
て
い
く
。
そ
う
し
た

活
動
が
継
続
さ
れ
る
と
、
従

業
員
の
意
識
は
確
実
に
変
化

し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
田
辺
さ

ん
は
冬
場
の
変
化
に
つ
い
て

話
す
。「
以
前
の
冬
の
レ
ジ

担
当
は
防
寒
対
策
な
し
で
、

そ
れ
に
合
わ
せ
た
空
調
の
温

度
設
定
で
し
た
。
し
か
し
、

来
店
さ
れ
る
お
客
様
は
暖
か

い
服
装
で
す
。
そ
れ
で
は
店

内
が
暑
す
ぎ
る
。
そ
こ
に
気

づ
い
た
従
業
員
は
、
今
で
は

防
寒
対
策
を
し
、
電
力
消
費

の
少
な
い
低
め
の
温
度
設
定

に
変
更
し
て
い
る
ん
で
す
」。

手
探
り
の
限
界
を
知
り「
見
え
る
化
」。

理
解
を
促
す
呼
び
掛
け
で

自
主
的
な
取
り
組
み
を
実
現

栃木県宇都宮市下川俣町458-1
TEL 028（683）1001
URL　http://www.jms-car.com/shop/detail/41321.html
設立 ● 2007年
従業員数 ● 29名
事業内容 ● 自動車部品販売、自動車整備、車検

ジ
ェ
ー
ム
ス 

み
ゆ
き
が
原
店

ジェームス みゆきが原店

（2008年 2013年）

　
「
も
っ
た
い
な
い
精
神
で

食
材
の
廃
棄
を
極
力
少
な
く

す
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま

す
。
お
い
し
い
食
材
が
手
に

入
る
の
も
自
然
の
お
か
げ
。

自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
に

も
省
エ
ネ
を
心
掛
け
て
い
ま

す
」
と
語
る
の
は
株
式
会
社 

カ
ワ
ハ
ラ
の
代
表
取
締
役
社

長
・
河
原
栄
治
さ
ん
。
福
岡

県
内
に
３
店
舗
の
レ
ス
ト
ラ

ン
を
経
営
し
、「
博
多
鉄
板

じ
ゅ
ん
」
で
は
オ
ー
ナ
ー
シ

ェ
フ
。
同
店
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
口
コ
ミ
サ
イ
ト
で
２

０
１
２
年
度
「
ベ
ス
ト
レ
ス

ト
ラ
ン
５
０
０
軒
」
に
選
ば

れ
た
ほ
ど
の
人
気
の
店
だ
。

　

使
用
し
て
い
る
鉄
板
は
電

気
で
加
熱
す
る
も
の
。
数
値

で
温
度
調
整
で
き
る
の
で
適

温
を
得
や
す
い
。
１
階
に
10

台
、
２
階
に
８
台
、
計
18
台

の
特
注
鉄
板
が
あ
り
、
こ
れ

が
総
電
力
使
用
量
の
半
分
以

上
を
占
め
る
。

　

電
気
鉄
板
の
消
費
電
力
は

１
台
３
㌔
㍗
。
電
源
を
入
れ

て
か
ら
調
理
で
き
る
温
度
が

鉄
板
全
体
に
行
き
渡
る
ま
で

お
よ
そ
30
分
か
か
る
。
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
の
導
入
以
前
は
、
開
店

30
分
前
か
ら
１
階
カ
ウ
ン
タ

ー
に
あ
る
８
台
す
べ
て
の
電

源
を
同
時
に
入
れ
て
い
た
。

　
「
し
か
し
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の

導
入
後
は
、
開
店
30
分
前
に

４
台
、
開
店
時
間
に
４
台
と

タ
イ
ミ
ン
グ
を
ず
ら
し
て
電

源
を
入
れ
る
よ
う
に
し
た
ん

で
す
」
と
河
原
さ
ん
。
さ
ら

に
、
15
時
か
ら
17
時
ま
で
の

閉
店
時
間
は
、
鉄
板
の
電
力

を
ブ
レ
ー
カ
ー
か
ら
落
と

し
、
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
の
立

ち
上
げ
も
、
開
店
時
と
同
様

に
順
番
に
稼
働
さ
せ
る
よ
う

に
し
た
。

　

同
時
に
空
調
も
起
動
時
間

を
ず
ら
し
、
シ
ー
リ
ン
グ
フ

ァ
ン
を
つ
け
て
空
気
循
環
を

促
す
な
ど
の
取
り
組
み
も
進

め
た
。
結
果
、
導
入
前
と
比

べ
て
契
約
電
力
で
19
㌔
㍗
、

電
力
使
用
量
で
９
・
５
％
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

電
気
で
加
熱
す
る
特
注
の

鉄
板
が
計
18
台
あ
っ
て
も

使
い
方
の
工
夫
で
大
き
な
削
減

福岡県福岡市博多区浦田 2-21-7
TEL　092（503）1131
URL　http://www.hakata-jun.com/
設立 ● 2006年12月
従業員数 ● 30名
事業内容 ● 鉄板焼レストラン

株式会社カワハラ 博多鉄板じゅん

株
式
会
社
カ
ワ
ハ
ラ 

博
多
鉄
板
じ
ゅ
ん

19kW

12kW

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

9.5%

10.4%

7.0%
削
減

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

電　力
使用量

（2009年 2013年）

（2012年 2013年）

　

埼
玉
県
の
上
尾
メ
ッ
キ
工

業
団
地
に
あ
る
ス
リ
ー
ケ 

株
式
会
社
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
表
面
処
理
を
行
う
ア
ル
マ

イ
ト
加
工
の
専
門
業
者
。

　

２
０
０
７
年
ご
ろ
か
ら
主

要
取
引
先
の
生
産
拠
点
が
国

内
か
ら
中
国
や
マ
レ
ー
シ
ア

な
ど
へ
移
管
さ
れ
て
い
く
に

伴
い
大
量
生
産
品
の
受
注
が

減
少
。
多
品
種
少
量
生
産
に

変
わ
り
、
製
造
コ
ス
ト
が
跳

ね
上
が
っ
た
。「
電
気
、水
道
、

灯
油
、
す
べ
て
の
経
費
を
見

直
し
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
削

減
を
進
め
ま
し
た
」
と
代
表

取
締
役
社
長
の
松
田
実
さ
ん

は
振
り
返
る
。
設
備
の
管
理

体
制
強
化
に
よ
り
、
現
場
か

ら
反
発
の
声
が
上
が
る
の
は

覚
悟
の
上
だ
っ
た
。
そ
れ
か

ら
間
も
な
く
２
０
０
８
年
３

月
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
。
電

気
の
「
見
え
る
化
」
に
よ
る

省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
だ
。

　

温
度
保
持
が
必
要
な
溶
液

槽
の
ヒ
ー
タ
ー
は
、
デ
マ
ン

ド
警
報
に
対
応
し
な
が
ら
細

か
く
入
り
切
り
。
作
業
後
の

溶
液
も
一
定
温
度
に
保
つ
必

要
が
あ
る
が
、
な
る
べ
く
ヒ

ー
タ
ー
は
使
わ
ず
梱
包
用
の

気
泡
緩
衝
材
を
被
せ
て
フ
タ

に
し
、
保
温
に
役
立
て
た
。

　

乾
燥
機
は
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
、
回
転
数
を
20
％
減

ら
し
て
も
以
前
と
同
じ
乾
燥

時
間
と
品
質
が
保
て
る
こ
と

を
突
き
止
め
た
。
さ
ら
に
作

業
場
の
蛍
光
灯
は
個
別
ス
イ

ッ
チ
を
つ
け
、
オ
ン
オ
フ
し

や
す
い
よ
う
改
良
。
空
調
効

率
を
上
げ
る
た
め
、
扇
風
機

で
空
気
を
循
環
さ
せ
た
。

　

当
初
そ
う
し
た
取
り
組
み

の
数
々
は
、
松
田
さ
ん
が
危

惧
し
た
よ
う
に
従
業
員
の
反

発
も
あ
っ
た
。
だ
が
２
年
ほ

ど
で
省
エ
ネ
意
識
は
浸
透
す

る
。「
電
気
の
見
え
る
化
に

よ
る
効
果
と
具
体
的
な
削
減

金
額
を
毎
月
継
続
的
に
発
表

し
続
け
た
こ
と
が
功
を
奏
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
松

田
さ
ん
は
実
感
し
て
い
る
。

省
エ
ネ
意
識
を
浸
透
さ
せ
た

電
気
の「
見
え
る
化
」と

削
減
金
額
の
継
続
発
表

埼玉県上尾市領家1152-31
TEL　048（726）0372
URL　http://three-k.net/
設立 ● 1969年4月
従業員数 ● 55名
事業内容 ● アルマイト加工

スリーケ 株式会社

ス
リ
ー
ケ 

株
式
会
社

77kW 削
減

契約
電力

13.9%削
減

電　力
使用量
（2010年1月～12月 2012年1月～12月）（2012年1月～12月 2013年1月～12月）

（2010年 2012年）

「
見
え
る
化
」
が
阻
止
し
た

扱
い
品
の
増
加
に
よ
る

電
気
料
金
の
大
幅
ア
ッ
プ

　

株
式
会
社 

チ
ク
マ
ピ
ー

デ
ィ
ー
広
島
は
学
生
服
や
事

務
服
な
ど
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
扱
う
物
流
倉
庫
。
４
階
建

て
、
１
万
平
方
㍍
の
広
さ
に

１
０
０
万
点
の
衣
類
を
保
管

し
、
検
品
・
加
工
・
入
出
荷

な
ど
の
作
業
を
行
う
。

　

同
社
で
は
２
０
１
２
年
の

初
め
ご
ろ
か
ら
扱
い
品
が
３

割
ほ
ど
増
加
し
、
フ
ル
稼
働

の
状
態
が
続
い
て
い
た
。
代

表
取
締
役
の
與
ノ
道
明
さ
ん

は「
空
調
の
使
用
量
も
増
え
、

月
々
の
電
気
代
が
前
年
同
月

比
で
20
万
円
ほ
ど
上
が
り
ま

し
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
導
入
し
た
の

は
そ
の
年
の
６
月
。
経
費
削

減
を
見
据
え
た
省
エ
ネ
対
策

大
き
く
カ
ッ
ト
で
き
た
。

　

さ
ら
に
與
ノ
さ
ん
は
倉
庫

内
を
見
回
り
、
オ
フ
に
で
き

る
空
調
は
な
い
か
点
検
を
行

っ
た
。
従
業
員
の
作
業
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
見
極
め
、

稼
働
さ
せ
る
空
調
と
止
め
て

も
よ
い
も
の
を
決
め
た
。
そ

れ
に
合
わ
せ
て
ス
イ
ッ
チ
も

色
分
け
。
デ
マ
ン
ド
警
報
時

に
は
こ
れ
を
目
印
に
空
調
の

オ
ン
オ
フ
を
行
う
。

　

デ
マ
ン
ド
対
策
と
並
行
し

Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
入
れ
替
え
な
ど

設
備
改
善
も
進
め
た
。結
果
、

増
え
た
電
気
料
金
も
削
減
へ

と
転
じ
て
い
っ
た
。

広島県福山市引野町 5182-10
TEL　084（945）1388
URL　http://www.chikuma.co.jp/
設立 ● 1992年6月
従業員数 ● 53名
事業内容 ● 物流センター

株式会社 チクマピーディー広島

32kW 削
減

契約
電力

株
式
会
社 

チ
ク
マ
ピ
ー
デ
ィ
ー
広
島

11.9% 削
減

電　力
使用量

代表取締役社長の松田実さん。

所長の猪野澄雄さん。

が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
モ
ニ
タ
ー
な
ど

で
電
気
の
使
用
状
況
を
確
認

す
る
と
、
商
品
の
搬
入
時
に

警
報
が
鳴
る
と
わ
か
っ
た
。

そ
れ
は
バ
ー
チ
レ
ー
タ
ー

（
荷
物
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）

が
稼
働
す
る
と
き
。そ
こ
で
、

機
器
を
操
作
す
る
担
当
者
が

「
こ
れ
か
ら
バ
ー
チ
レ
ー
タ

ー
を
使
用
し
ま
す
」「
使
用

終
わ
り
ま
し
た
」
と
社
内
放

送
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
放

送
に
合
わ
せ
事
務
所
で
は
、

集
約
さ
れ
て
い
る
エ
ア
コ
ン

の
ス
イ
ッ
チ
を
入
り
切
り
す

る
。
こ
れ
で
ピ
ー
ク
電
力
を

（2011年11月～翌年10月 2012年11月～翌年10月）

（2011年9月～翌年8月 2012年9月～翌年8月）

（2007年11月～翌年10月 2012年11月～翌年10月）

（2012年 2013年）

（2012年 2013年）

合
わ
せ
技
の
省
エ
ネ
活
動

意
識
を
喚
起
す
る
運
用
改
善
と

補
助
金
利
用
な
ど
の
設
備
改
善

静岡県浜松市中区高林 5-6-31
TEL　053（471）1176
URL　http://www.enegene.co.jp/
設立 ● 2004年１月
従業員数 ● 100名（全体 219名）
事業内容 ● LPガス供給事業ほか

エネジン 株式会社

エ
ネ
ジ
ン 

株
式
会
社

よ
り
、
従
業
員
の
省
エ
ネ
意

識
を
喚
起
す
る
こ
と
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。
本
社
１
階
入

口
付
近
の
目
立
つ
場
所
に
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
。

前
日
対
比
画
面
で
日
々
の
数

値
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し

て
、
社
内
全
体
に
「
無
駄
遣

い
を
す
る
と
警
報
が
鳴
る
」

こ
と
を
周
知
し
た
。
夏
場
の

ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
や
昼
休
み

の
消
灯
、
各
照
明
に
ひ
も
ス

イ
ッ
チ
を
つ
け
て
細
か
な
オ

ン
オ
フ
も
促
し
て
い
る
。

　

一
方
、
設
備
改
善
は
大
き

く
２
つ
。
一
つ
は
す
べ
て
の

空
調
を
高
効
率
の
ガ
ス
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
（
Ｇ
Ｈ

Ｐ
）
に
入
れ
替
え
た
こ
と
。

ガ
ス
代
は
か
か
る
が
１
基
当

た
り
の
電
力
使
用
量
が
こ
れ

ま
で
の
10
分
の
１
程
度
に
抑

え
ら
れ
た
。
あ
わ
せ
て
外
壁

に
は
遮
熱
塗
料
を
塗
り
、
室

内
の
温
度
上
昇
を
抑
え
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
社
内
３
８

２
本
の
蛍
光
灯
す
べ
て
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
替
え
た
こ
と
。
導
入

　

静
岡
県
浜
松
市
の
本
社
を

拠
点
に
県
内
約
４
万
５
０
０

０
軒
の
家
庭
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を

供
給
す
る
エ
ネ
ジ
ン 

株
式

会
社
。
ガ
ス
供
給
事
業
を
基

盤
と
し
な
が
ら
、
太
陽
光
発

電
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

事
業
や
住
宅
関
連
事
業
な
ど

幅
広
い
分
野
で
地
域
の
人
々

の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

　

同
社
の
省
エ
ネ
は
使
い
方

を
見
直
す
「
運
用
改
善
」
と

設
備
を
省
エ
ネ
型
に
更
新
す

る
「
設
備
改
善
」
の
合
わ
せ

技
。
運
用
改
善
は
２
０
１
１

年
２
月
の
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
に

に
は
国
の
制
度
を
利
用
し
、

２
８
０
万
円
の
費
用
の
う

ち
、
約
半
額
の
１
４
０
万
円

を
補
助
金
で
賄
っ
た
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
に
よ
る
行

動
の
変
化
と
、
大
胆
な
設
備

改
善
に
よ
る
相
乗
効
果
で
、

57
㌔
㍗
だ
っ
た
契
約
電
力
は

45
㌔
㍗
へ
、
電
力
使
用
量
も

10
・
４
％
の
削
減
を
達
成
し

て
い
る
。

エ
ネ
ジ
ン 

株
式
会
社
の
外
観
。

株
式
会
社 

坂
製
作
所
の
外
観
。

総務部長の安藤章雄さん。

　

京
都
府
京
都
市
に
あ
る
株

式
会
社 

坂
製
作
所
は
精
密

部
品
加
工
の
技
術
力
を
武
器

に
、
各
種
設
備
機
械
や
治
工

具
を
製
造
す
る
職
人
集
団
。

　

意
欲
的
な
省
エ
ネ
活
動
を

継
続
的
に
行
っ
て
お
り
、
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
前
に
も
、
成

果
を
あ
げ
た
取
り
組
み
が
多

数
あ
る
。
そ
の
代
表
例
は
、

暖
機
運
転
の
廃
止
。
暖
機
運

転
は
精
密
加
工
に
必
要
な
工

作
機
械
の
な
ら
し
運
転
で
、

以
前
は
20
台
以
上
の
機
械
を

業
務
開
始
の
１
時
間
前
か
ら

稼
働
さ
せ
て
い
た
。

　
「
暖
機
運
転
は
業
界
で
は

常
識
で
、
ミ
ク
ロ
ン
単
位
の

誤
差
を
排
除
す
る
の
に
必
要

で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
何
の

加
工
も
し
な
い
空
運
転
。
技

術
と
工
夫
で
何
と
か
止
め
た

か
っ
た
ん
で
す
」
と
代
表
取

締
役
の
坂
栄
孝
さ
ん
は
話

す
。試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

数
え
切
れ
な
い
失
敗
を
重
ね

た
末
、
仮
加
工
の
工
程
を
踏

ま
え
る
こ
と
で
、
暖
機
運
転

な
し
に
誤
差
排
除
で
き
る
方

法
を
あ
み
出
し
た
。
今
で
は

そ
れ
が
定
着
し
、
暖
機
運
転

は
廃
止
。
当
番
制
だ
っ
た
早

朝
出
勤
も
な
く
な
っ
た
。

　

一
つ
の
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り

越
え
て
も
満
足
は
し
な
い
。

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
後
に
は
、

製
造
現
場
の
空
調
に
着
目
し

た
。
し
か
し
、
室
温
が
上
が

り
過
ぎ
る
と
、
製
造
機
器
が

膨
張
し
加
工
に
ず
れ
が
生
じ

る
。
夏
場
の
空
調
は
欠
か
せ

な
い
。
そ
れ
で
も
あ
き
ら
め

ず
全
員
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
た
。
結
果
、
コ
ン
プ
レ

ッ
サ
ー
か
ら
の
排
熱
を
屋
外

へ
放
出
す
る
案
が
出
た
。
排

熱
の
吹
き
出
し
口
に
パ
イ
プ

を
設
置
し
、
外
へ
放
出
。
室

温
上
昇
が
防
げ
、
夏
の
空
調

負
荷
が
減
っ
た
。
パ
イ
プ
に

は
切
り
替
え
弁
を
つ
け
、
冬

は
暖
房
と
し
て
も
活
用
す

る
。
こ
れ
で
、
年
間
を
通
し

て
空
調
負
荷
が
減
ら
せ
た
。

　

同
社
は
今
も
新
し
い
省
エ

ネ
活
動
に
挑
ん
で
い
る
。

技
術
と
工
夫
で
不
屈
の
活
動

ハ
ー
ド
ル
を
一
つ
越
え
て
も

間
髪
を
入
れ
ず
次
の
挑
戦

京都府京都市右京区花園伊町44-12
TEL　075（463）4214
URL　http://www.sakass.com/
設立 ● 1960年4月
従業員数 ● 20名
事業内容 ● 精密部品加工

株式会社 坂製作所

株
式
会
社 

坂
製
作
所

代表取締役の與ノ道明さん。

店長の田辺康之さん。

代表取締役の坂栄孝さん。 代表取締役社長の河原栄治さん。

「
博
多
鉄
板
じ
ゅ
ん
」
の
外
観
。

日本テクノの主力商品「SMARTMETER（スマートメーター）ERIA」（以下、ＥＲＩＡ）「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ
（スマートクロック）」を導入している企業の省エネ活動にスポットを当てる導入事例集。
今回は、栃木、埼玉、神奈川、長野、静岡、京都、広島、福岡の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。

　

長
野
県
湯
田
中
渋
温
泉
郷

に
あ
る
温
泉
旅
館
「
あ
ぶ
ら

や
燈
千
」。
温
泉
は
も
ち
ろ

ん
、
多
目
的
ル
ー
ム
や
ラ
ウ

ン
ジ
な
ど
多
く
の
設
備
を
持

ち
、
冬
で
も
海
外
か
ら
利
用

客
が
訪
れ
る
人
気
の
宿
だ
。

　

省
エ
ネ
に
関
す
る
知
識
や

意
欲
が
高
ま
っ
た
の
は
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
の
導
入
が
き
っ
か
け
だ

っ
た
。
各
部
署
か
ら
メ
ン
バ

ー
を
選
出
し
、
節
電
委
員
会

を
設
立
。
こ
こ
が
旗
振
り
役

と
な
り
活
動
を
開
始
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
月
に
１
度

会
議
を
開
き
、「
お
客
様
第

一
の
省
エ
ネ
」
を
い
か
に
進

め
て
い
く
か
を
話
し
合
う
。

例
え
ば
、
宿
泊
客
が
食
事
に

向
か
っ
た
部
屋
に
布
団
を
敷

き
に
入
っ
た
と
き
、
空
調
が

つ
い
た
ま
ま
、
窓
も
全
開
だ

っ
た
場
合
は
ど
う
す
る
か
。

議
論
の
結
果
、
空
調
は
そ
の

ま
ま
で
窓
は
閉
め
る
こ
と
に

決
ま
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

委
員
会
の
リ
ー
ダ
ー
内
野
智

哉
さ
ん
は
こ
う
話
す
。「
空

調
が
つ
い
て
い
る
の
は
お
客

様
に
と
っ
て
必
要
が
あ
っ
た

か
ら
と
判
断
し
、
そ
の
効
率

を
上
げ
る
た
め
に
も
窓
を
閉

め
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
」。

　

ほ
か
に
も
、
休
館
日
の
電

力
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ
る

待
機
電
力
に
は
ど
の
よ
う
に

対
処
す
る
か
と
い
っ
た
掘
り

下
げ
た
議
論
も
す
る
。ま
た
、

昼
間
の
明
る
い
時
間
帯
に
清

掃
が
行
わ
れ
る
と
入
口
照
明

の
消
し
忘
れ
が
多
い
と
い
う

報
告
が
あ
れ
ば
、
委
員
会
か

ら
清
掃
チ
ー
ム
に
注
意
を
促

す
な
ど
、
組
織
的
な
連
携
も

実
施
し
て
い
る
。

　

委
員
会
の
話
し
合
い
で
出

た
ア
イ
デ
ア
は
朝
礼
で
発

表
。
全
従
業
員
に
情
報
が
共

有
さ
れ
、
活
動
は
ス
ム
ー
ズ

に
実
行
さ
れ
て
い
く
。
委
員

会
活
動
が
本
格
化
す
る
と
、

デ
マ
ン
ド
値
は
対
前
年
同
月

比
で
24
㌔
㍗
削
減
で
き
た
。

お
客
様
第
一
の
省
エ
ネ

活
動
の
旗
振
り
役
は

節
電
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

長野県下高井郡山ノ内町佐野 2586-5
TEL　0269（33）3333
URL　http://www.aburaya-tousen.co.jp/
設立 ● 1961年
従業員数 ● 50名
事業内容 ● 温泉旅館

株式会社 あぶらや燈千

株
式
会
社 

あ
ぶ
ら
や
燈
千

24kW
削
減

契約
電力

10.9%削
減

電　力
使用量

（2012年 2013年）

（2012年8月～9月 2013年8月～9月）

節電委員会のメンバー。

あ
ぶ
ら
や
燈
千
の
外
観
。

（2008年10月～翌年9月 2012年10月～翌年9月）

（2011年4月～翌年7月 2012年4月～翌年7月）

http://www.n-techno.org/
http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/
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第三十七回

企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

因果倶時 いんがぐじ ─ 16 ─
　

私
は
研
修
を
始
め
た
ば
か

り
の
企
業
で
よ
く
「
皆
さ
ん

が
肯
定
語
を
身
に
つ
け
、
肯

定
思
考
に
な
れ
ば
業
績
は
よ

く
な
り
ま
す
」
と
話
す
。
業

績
の
悪
い
企
業
は
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
否
定
語
を
使
い
、

否
定
思
考
に
な
っ
て
い
る
。

使
う
言
葉
を
否
定
語
か
ら
肯

定
語
に
変
え
る
だ
け
で
、
行

動
が
消
極
的
な
行
動
か
ら
積

極
的
な
行
動
に
変
わ
る
。

　

否
定
語
は
常
識
脳
で
あ
る

左
脳
か
ら
出
る
。
自
分
の
常

識
で
考
え
「
で
き
な
い
。
駄

目
だ
。
無
理
だ
」
と
判
断
す

る
の
だ
。
企
業
で
勝
者
と
な

る
人
は
「
で
き
な
い
理
由
」 

よ
り
「
ど
う
す
れ
ば
で
き
る

か
」
を
考
え
、
行
動
し
た
人

間
だ
。
否
定
語
よ
り
肯
定
語

を
使
い
、
肯
定
思
考
で
行
動

し
た
人
間
だ
。
私
の
研
修
で

も
意
識
し
て
肯
定
語
を
使
う

よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

　

否
定
語
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

閉
じ
込
め
肯
定
語
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
出
す
の
だ
。
研
修
で

た
ま
に
否
定
語
の
唱
和
を
す

る
と
参
加
者
の
一
人
が
「
否

定
語
の
数
々
、
唱
和
す
る
だ

け
で
気
持
が
落
ち
込
み
、
暗

く
な
り
、
不
愉
快
な
気
持
に

な
り
ま
す
」
と
言
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
参
加
者
の

肯
定
語
の
感
想
だ
。「
研
修

を
受
け
た
あ
と
、
仕
事
に
対

し
て
受
け
身
で
い
る
よ
り
積

極
的
に
自
分
か
ら
動
い
て
い

こ
う
と
い
う
気
持
に
変
わ
り

ま
し
た
。〝
肯
定
語
〞
を
使

う
こ
と
で
、
誰
で
も
強
い
力

を
秘
め
た
言
葉
を
発
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
」。
ど

う
い
う
言
葉
を
口
癖
に
す
る

か
は
大
事
な
こ
と
だ
。
言
葉

に
は
力
が
あ
る
。
言
霊
だ
。

　

一
例
を
あ
げ
よ
う
。
脳
神

経
外
科
の
第
一
人
者
、
日
本

大
学
の
林
成
之
教
授
が
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
部
長
の
と

き
、
医
学
の
常
識
を
無
視
し

た
大
き
な
目
標
を
立
て
た
。

「
今
ま
で
死
亡
と
診
断
さ
れ

た
瞳
孔
が
開
い
た
患
者
さ

ん
、
呼
吸
が
止
ま
っ
た
患
者

さ
ん
で
も
回
復
さ
せ
、
社
会

復
帰
さ
せ
る
」。

　

目
標
達
成
す
る
た
め
の
一

つ
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
全
員
に

「
否
定
語
の
禁
止
」
を
徹
底

し
た
。否
定
語
が
意
欲
低
下
、

思
考
低
下
を
招
き
、
組
織
全

体
を
弱
体
化
さ
せ
て
し
ま
う

と
考
え
た
の
だ
。
結
果
、
否

定
語
の
禁
止
が
前
向
き
な
力

に
あ
ふ
れ
た
チ
ー
ム
づ
く
り

に
つ
な
が
り
、
患
者
さ
ん
の

４
割
の
人
を
社
会
復
帰
に
導

い
た
と
い
う
。
チ
ー
ム
の
業

績
は
「
チ
ー
ム
の
口
癖
」
で

決
ま
る
。
因い

ん

果が

倶ぐ

時じ

だ
。

チ
ー
ム
の
業
績
は

「
チ
ー
ム
の
口
癖
」で
決
ま
る

日
本
の
た
め
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
企
業
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

日本テクノ特製「温度計シール」プレゼント
正解者の中から抽選で 50 名の方に、日本テクノ特製「温度計シール」
をプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り
上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明記
のうえ下記あて先までご郵送ください。また、Eco News Web Magazine
のサイトからも応募できます。下記 URL にアクセスして当コーナー応
募フォームのリンクをクリックし、画面の指示に従いご応募ください。
なお、発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締め切り
は 2014 年 9 月 26 日（金）必着。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――
〒 163-0651 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 51 階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
【Eco News Web Magazine】http://econews.jp/

●タテのカギ●
①  甲子園の球児は互いに○○
○タクマし合っている。

②  お買い得！夏のボーナ○○
○○。

③  目隠しされて棒を持たされ、
砂浜で○○カ割り。

⑤  日差しが強くて○○○い。
⑥  使っていなくても消費され
る電気。○○○電力。

●ヨコのカギ●
①  水不足のときには心掛けま
しょう。

④  営業時間を夏用にシフト。
○○○○○ム。

⑦  戦いを前に、ムシャ○○○。
⑧  年に一度の逢瀬、織り姫と
ヒコ○○。

⑨  「閑さや岩にしみ入る蝉の
声」なら「蝉」。俳句には必須。

※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は
小紙では負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

■ 

天
然
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
づ
く
り 

■

おばあちゃんの

知恵袋

河 村 隆 一 の エ コ ス タ デ ィ
実はよく知らないのに、今さら聞くのも恥ずかしい……そん
な言葉を、環境活動家としても知られる河村隆一さんが調べ、
やさしく答えるこのコーナー。今回は、字面からたやすく意味
をくみ取れるけれど、実は奥深い電気の用語。

このコーナーで取り上げてほしい環境関連の用語を
募集しています。ご応募は日本テクノ「河村隆一の
エコスタディ」係まで。環境用語と連絡先を明記の
うえハガキでご送付ください。ウェブサイト（http://
econews.jp/）からも応募できます。

　

岩
手
県
花
巻
市
に
あ
る
漬
物
製
造

販
売
の
株
式
会
社 

道
奥
（
み
ち
の

く
）。
社
長
は
二
代
目
の
阿
部
久
美

子
さ
ん
。
現
会
長
の
先
代
か
ら
引
き

継
い
だ
社
長
職
だ
っ
た
が
業
績
も
思

う
よ
う
に
伸
び
ず
精
神
的
に
も
追
い

詰
め
ら
れ
る
日
が
続
い
た
。
そ
こ
で

起
死
回
生
の
新
商
品
「
青
な
ん
ば
ん

み
そ
っ
こ
胡
瓜
」
を
発
売
。
こ
れ
が

人
気
を
集
め
売
上
も
回
復
し
始
め
た

矢
先
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
。

　

幸
い
建
物
や
従
業
員
に
大
き
な
被

害
は
な
か
っ
た
が
、
電
気
が
復
旧
し

Ｆ
Ａ
Ｘ
が
つ
な
が
る
と
流
れ
て
き
た

の
は
多
数
の
キ
ャ
ン
セ
ル
通
知
。
観

光
バ
ス
で
訪
れ
る
ツ
ア
ー
客
を
含
め

６
０
０
０
名
以
上
の
見
込
み
が
消

え
、
事
業
継
続
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま

れ
る
状
況
だ
っ
た
。

　

だ
が
、客
足
は
戻
っ
て
き
た
。「
復

興
チ
ー
ム
が
現
地
に
入
る
前
に
立
ち

寄
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ
の
後
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
来
店
し

て
、
朝
食
や
お
弁
当
、
帰
り
の
夕

食
、
お
土
産
ま
で
購
入
い
た
だ
き
ま

し
た
。
駐
車
場
に
バ
ス
が
止
ま
る
た

び
に
、自
然
に
涙
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
」

と
阿
部
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
る
。

　

そ
の
誠
意
に
感
謝
し
、
自
分
も
被

災
地
に
対
し
て
支
援
を
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
わ
ん
こ
そ
ば
や
炊
き
出

し
の
提
供
を
行
っ
た
。
だ
が
、
会
社

の
規
模
か
ら
し
て
、
そ
れ
を
何
度
も

行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
阿
部
さ
ん

は
、「
１
日
３
食
１
年
３
６
５
日
の

う
ち
の
１
食
を
提
供
し
た
だ
け
で
、

自
分
た
ち
が
受
け
た
誠
意
は
返
せ
な

い
」
と
思
っ
た
。

　

も
っ
と
継
続
的
に
で
き
る
こ
と
を

求
め
て
情
報
を
集
め
る
中
で
、
震
災

を
き
っ
か
け
に
岩
手
県
大
槌
町
と
秋

田
県
五
城
目
町
と
の
親
交
が
深
ま
っ

た
と
の
情
報
を
得
た
。
震
災
当
日
に

大
槌
町
の
観
光
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
て

い
た
五
城
目
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
一

行
が
、
従
業
員
の
適
切
な
誘
導
で
全

員
無
事
だ
っ
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た

絆
だ
と
い
う
。
阿
部
さ
ん
の
い
る
花

巻
市
は
、
こ
の
両
町
の
ち
ょ
う
ど
中

間
。
両
手
を
広
げ
る
よ
う
に
つ
な
が

り
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

阿
部
さ
ん
は
臨
時
用
レ
ス
ト
ラ
ン

と
し
て
所
有
し
て
い
た
建
物
で
、
大

槌
町
と
五
城
目
町
、
そ
れ
に
花
巻
市

バスが止まるたび涙が流れた──
継続的な活動で表す感謝の気持ち

の
特
産
品
を
販
売
す
る
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
「
結
海
（
ゆ
う
み
）」
を
開

店
す
る
。
益
金
は
全
額
生
産
者
に
還

元
し
支
援
に
役
立
て
る
。
建
物
は
無

償
提
供
し
、
従
業
員
は
緊
急
雇
用
創

出
事
業
を
活
用
し
て
す
べ
て
被
災
者

を
採
用
し
た
。

　
「
模
範
的
な
事
業
だ
と
認
め
ら
れ
、

花
巻
市
か
ら
１
年
の
予
定
と
い
わ
れ

て
ス
タ
ー
ト
し
た
緊
急
雇
用
創
出
事

業
で
し
た
が
、
今
年
で
３
年
目
に
入

り
ま
す
。
個
人
企
業
に
で
き
る
こ
と

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
人
が
、

ず
っ
と
続
け
て
い
く
と
い
う
思
い
で

前
へ
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
語
る
阿
部
さ
ん
の
笑
顔
は
輝

い
て
い
た
。

「結海」の店内。円内は株式会社道奥の阿部久美子社長。
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復興への歩み

電
力
需
給
っ
て
何
？

　

環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル
を
、
楽

し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

出
題
範
囲
は
本
紙
前
号
（
36
号
）
の
掲
載
記

事
。
会
社
や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使

っ
て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
の
も
い

い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知
識
の
向
上
に
役

立
て
て
ほ
し
い
。〈
答
え
は
４
面
に
掲
載
〉

環境問
題

常識テ
スト

2005～ 2014年はある活動に
向けた期間として国連が宣言
した10年間。この 10年を示
す名称として正しいものは？

a
b
c
d

地球温暖化防止のための産業の10年

地球温暖化防止のための教育の10年

持続可能な開発のための産業の10年

持続可能な開発のための教育の10年

Question
1

２０１4年 4 月から電力ピーク
対策を含む改正省エネ法が施
行された。この法律の正式名
称は次のうちどれ？

a
b
c
d

資源の有効な利用の促進に関する法律

エネルギーの使用の合理化等に関する法律

地球温暖化対策の推進に関する法律

電気事業法

Question
2

基準の省エネ性能を満たすよ
う国が定めた制度。その基準
は最も性能の高い製品をもと
に設定される。この制度は？

a
b
c
d

トップランナー制度

固定価格買い取り制度

エコポイント制度

省エネアドバイザー制度

Question
3

1973 年にワシントン条約が
採択されたのは 3月 3日。国
連総会は、この日を何の日と
定めることにした？

a
b
c
d

国連絶滅危惧種の日

世界自然保護の日

世界野生生物の日

国連生物多様性の日

Question
4

　

海
水
浴
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
夏
休
み
な

ら
で
は
の
レ
ジ
ャ
ー
が
楽
し
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
で
夏
に

な
る
と
活
躍
す
る
の
が
、
お
手
製
の
虫
よ

け
ヨ
モ
ギ
ス
プ
レ
ー
で
す
。
ヨ
モ
ギ
と
い

っ
た
ら
お
い
し
い
草
も
ち
を
思
い
浮
か
べ

る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
食
品

と
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
は
な
く
、
虫
よ

け
や
、
虫
さ
さ
れ
に
も
効
果
的
で
す
。

　

初
夏
に
摘
ん
で
日
陰
干
し
し
て
お
い
た

ヨ
モ
ギ
を
細
か
く
刻
み
、
焼
酎
や
エ
タ
ノ

ー
ル
な
ど
の
ア
ル
コ
ー
ル
に
漬
け
て
数
週

間
。
そ
れ
を
濾こ

し
た
ら
完
成
で
す
。
ス
プ

レ
ー
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
吹
き
か
け
た
り
、

コ
ッ
ト
ン
に
含
ま
せ
腕
や
脚
に
直
接
塗
っ

て
使
用
し
ま
す
。
網
戸
や
カ
ー
テ
ン
、
ガ

ラ
ス
窓
に
吹
き
か
け
れ
ば
、
お
部
屋
全
体

の
虫
よ
け
に
も
な
り
ま
す
。
た
だ
し
薄
い

色
の
布
や
服
に
は
、
ヨ
モ
ギ
の
色
が
う
つ

る
場
合
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ヨ
モ
ギ
以
外
に
も
、
ミ
ン
ト
や
レ
モ
ン

グ
ラ
ス
な
ど
の
ハ
ー
ブ
で
、
体
に
や
さ
し

い
天
然
の
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
を
つ
く
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
シ
ロ
バ
ナ
ム
シ
ヨ

ケ
ギ
ク
と
い
う
白
く
て
小
さ
な
キ
ク
科
の

お
花
や
、
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
な
ど
の
植
物
も
防

虫
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
か
わ
い

ら
し
い
お
花
を
窓
辺
に
飾
る
だ
け
で
、
目

で
楽
し
み
な
が
ら
虫
よ
け
。
一
石
二
鳥
の

う
れ
し
い
効
果
で
す
ね
。

検 索日本テクノ　おばあちゃんの知恵袋

http://www.n-techno.co.jp/eco-idea/

無調整の豆乳ににがりを入れてもな
かなか豆腐をつくることは難しいです
が、ゼラチンで固めると意外においし
く豆腐っぽくできます。

愛知県・ひとみさん

今回はこんな知恵を提供していただきました！

あなたのエコ知恵を大募集 !!
くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応
募いただいた投稿は選考のうえ、本紙またはウェブサイトにて
ご紹介させていただきます。応募者全員にもれなくおばあちゃ
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あちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈ウェブ〉下記ウェ
ブサイトにて必要事項を明記のうえ、ご応募ください。

テッくんクリー
ナーストラップ

　

こ
ん
に
ち
は
、河
村
隆
一
で
す
。

　

も
う
す
ぐ
夏
本
番
。
エ
ア
コ
ン

を
使
う
機
会
も
増
え
、
電
気
の
使

用
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
季
節
で

す
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
新
聞
な

ど
で
よ
く
「
電
力
需
給
」
と
い
う

言
葉
を
見
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

言
葉
の
意
味
は
、
文
字
ど
お
り

電
力
の
需
要
と
供
給
。
私
た
ち
が

必
要
と
す
る
電
気
の
量
と
、
発
電

し
提
供
さ
れ
る
電
気
の
量
の
こ
と

で
す
。
電
力
で
は
、
こ
の
需
要
と

供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
特
に
重
要
視

さ
れ
ま
す
。

　

理
由
は
、
電
気
は
原
則
的
に
発

万
が
一
の
場
合
に
備
え
て
、
予
想

さ
れ
る
最
大
需
要
よ
り
多
め
に
用

意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
余
力
を
「
供
給
予
備
力
」
と

い
い
、
最
大
需
要
に
対
す
る
供
給

予
備
力
の
割
合
を「
供
給
予
備
率
」

ま
た
は
単
に
「
予
備
率
」
と
い
い

ま
す
。
こ
の
予
備
率
は
最
低
で
も

３
％
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
需
要
が
増
え
る
夏
の
時
期
に

は
、
そ
の
確
保
が
厳
し
く
な
る
の

で
す
。

生
と
消
費
が
同
時
だ
か
ら
。
つ
く

っ
た
ら
す
ぐ
に
使
う
の
が
前
提
で

す
。
使
わ
れ
な
い
の
に
発
電
所
で

た
く
さ
ん
の
電
気
を
つ
く
り
送
電

線
に
流
し
て
も
電
気
の
質
は
低
下

し
て
し
ま
い
ま
す
。
逆
に
発
電
所

が
送
る
よ
り
多
く
の
電
気
を
使
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
も

と
き
に
は
大
規
模
停
電
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
事
前
に
使

用
さ
れ
る
量
を
予
測
し
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
発
電
の
分
量
を
調
整
し

て
い
る
の
で
す
。

　

さ
て
、
発
電
所
で
つ
く
る
こ
と

（
供
給
）
が
で
き
る
電
力
量
は
、

ウェブサイトには、おばあちゃんのエコクッキングレシ
ピやお掃除法、エコグッズのつくり方など、エコな生活
の知恵や習慣が盛りだくさん！　おばあちゃんとその家
族、友人のプロフィールも公開しています。

テッくんクリー
ナーストラップ

テッくんクリー
ナーストラップ

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
マ
ス
を
埋
め
て
い

き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
５
つ
の
文
字
を

組
み
合
わ
せ
〝
エ
コ
〞
に
関
連
す
る
言
葉
を
つ
く
り
ま
す
。

そ
の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
、
コ
ピ
ー
用
紙
は
リ

サ
イ
ク
ル
し
た
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

室
温
が
一
目
瞭
然
!!

日本テクノ特製「温度計シール」
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